
星稜サ・エ・ラに関する
アンケート実施中 !
詳しくはP14をご覧下さい
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学校法人 稲置学園
金沢星稜大学・金沢星稜大学女子短期大学部
石川県金沢市御所町丑10番地1
℡076-253-3924（代表）
（大　学）http:/www.seiryo-u.ac.jp/u/
（短大部）http:/www.seiryo-u.ac.jp/c/

星稜高等学校
石川県金沢市小坂町南206番地
℡076-252-2237（代表）
http://www.seiryo-hs.jp

星稜中学校
石川県金沢市小坂町南206番地
℡076-252-2237（代表）
http://www.seiryo-hs.jp

金沢星稜大学附属星稜幼稚園
石川県金沢市御所町寅27番地
℡076-252-5057（代表）
http://kinder.seiryo.jp/seiryo/

金沢星稜大学附属星稜泉野幼稚園
石川県金沢市泉野町6丁目17番30号
℡076-244-5636（代表）
http://kinder.seiryo.jp/izumino/

〈星稜サ・エ・ラ〉  サ・エ・ラ（ çà et là）とはフランス語で「ここそこ」「あちこち」。幼稚園から大学まで色々な場面にスポットを当てるという意味で、「どこでも星稜教育が息づいている」という表しです。　

金沢星稜大学
7

8

9

オープンキャンパス
通常講義日（海の日）
前期授業終了
前期末一斉試験期間
オープンキャンパス
追試験期間
全館休館
休業日（10/5授業分）
再試験期間
秋季卒業認定発表
休業日（10/12授業分）
秋季学位記授与式・秋季入学式
オープンキャンパス
後期授業開始

～8月3日（月）

・11日（火）
～16日（日）

・28日（金）

星稜高等学校
7 6月29日(月)

14日(火)
16日(木)
18日（土）
21日（火）
27日（月）
30日(木)
1日（土）
1日（土）
3日（月）
19日(水)
24日(月)
23日（日）
26日（水）
1日(火)
10日(木)
25日(金)
28日(月)

～ 3日（金）
・15日（水）
・17日（金）

～24日（金）
～29日（水）
・31（金）
・2日(日)
～ 12日(水)
～ 7日（金）
・20日（木）
～28日（金）

・27日（木）

・11日（金）

期末試験
体育大会
保護者懇談会
終業式、全国大会激励会

補充・補習授業

学校見学会
高1関東方面大学見学会
海外語学研修
高1エンパワーメントプログラム

補充・補習授業

部活動体験
1,2年Pコース課外実習
始業式
星稜祭
運動会
運動会予備日

8

9

星稜中学校
7 6月29日(月)

10日(金)
14日(火)
15日(水)
17日（金）
21日（火）
24日(金)
26日(水)
1日(火)
11日（金）
18日（金）

～1日（水）

・16日（木）

～24日（金）

～28日（金）

期末試験
中3観能教室
合唱コンクール
保護者懇談会
終業式
希望補習授業
登校日、北信越激励会
サマースクール
始業式
映画鑑賞
新人戦激励会

8
9

金沢星稜大学附属星稜幼稚園
7

8

9

プール参観（ほし）
プール参観（つき）
玉川こども図書館出張保育
県民一斉防災訓練（地震）
誕生会参観
プール参観（りす）
プール参観（うさぎ）
終業式
自由登園日
希望懇談会
わくわくお泊り保育
星稜子育てステーション
自由登園日
星稜子育てステーション
玉川こども図書館出張保育
登園日・誕生会参観
始業式・避難訓練（火災）
星稜子育てステーション
運動会
運動会代休
誕生会参観
いもほり遠足（年長）
玉川こども図書館出張保育

  3日（金）
6日（月）
8日（水）
10日（金）
13日（月）
15日（水）
16日（木）
21日（火）

27日（月）
28日（火）
30日（木）

6日（木）
　12日（水）
　28日（金）
1日（火）
15日（火）
20日（日）
24日（木）
28日（月）
29日（火）
30日（水）

金沢星稜大学附属星稜泉野幼稚園
7

9

8

保育参観（年少）
プラネタリウム見学
子育て広場（ひまわり）・とらいランド
保育参観（年中）
子育て広場（さくらんぼ）
保育参観（年長）
キッズサッカー
子育て広場（ひまわり）
子ども相談
子育て広場（さくらんぼ）・ABCランド
誕生会参観
子育て広場（ひまわり）
夏まつり
終業式
お泊り保育
夏季自由登園日
キッズクラブ
子育て広場（さくらんぼ）
子育て広場（ひまわり）
子ども相談
夏季自由登園日
登園日・誕生会参観
夏季自由登園日
始業式
子ども相談
子育て広場（ひまわり）・とらいランド
親子活動
子育て広場（さくらんぼ）
子育て広場（ひまわり）
子育て広場（さくらんぼ）
子育て広場（ひまわり）
誕生会参観
子育て広場（ひまわり）
運動会
運動会代休
子育て広場（さくらんぼ）・ABCランド
キッズサッカー

1日（水）
2日（木）
3日（金）
6日（月）
7日（火）
8日（水）
9日（木）
10日（金）
13日（月）
14日（火）
16日（木）
17日（金）
18日（土）
21日（火）
22日（水）

1日（土）
4日（火）
7日（金）
10日（月）
24日（月）
26日（水）

1日（火）
3日（木）
4日（金）
5日（土）
8日（火）
11日（金）
15日（火）
18日（金）
24日（木）
25日（金）
27日（日）
28日（月）
29日（火）
30日（水）

7

8

9

金沢星稜大学女子短期大学部
5日（日）
20日（月・祝）
27日（月）
28日（火）

13日（木）
17日（月）
27日（木）
3日（木）
7日（月）
18日（金）
23日（水・祝）
24日（木）

オープンキャンパス
通常講義日（海の日）
前期授業終了
前期末一斉試験期間
オープンキャンパス
全館休館
休業日（10/5授業分）
追再試験期間
秋季卒業認定発表
休業日（10/12授業分）
秋季学位記授与式・秋季入学式
オープンキャンパス
後期授業開始

～8月3日（月）

～16日（日）

・28日（金）

5日（日）
20日（月・祝）
27日（月）
28日（火）

10日（月）
13日（木）
17日（月）
27日（木）
3日（木）
7日（月）
18日（金）
23日（水・祝）
24日（木）

「成功ではなく成長を意識する」壁に直面した時の対処法を尋ねられた本田圭佑選手
の言葉です。「壁にぶつかっているときは必ず成長している。それを実感しながら前へ
進む」のだそうです。そうか、壁もわるくないかも！自分にはとても嬉しく力強い言葉で
した。あまりにも真正面から当たって砕けてしまわないように挑んでいきたいものです。
この夏も学生、生徒、園児、保護者の皆様にたくさんの幸せが訪れますように。
　

金沢星稜大学附属星稜幼稚園　山口加苗

あとがき

誠実にして社会に役立つ人間の育成

・29日（水）

　

・23日（木）

・25日（火）

inaok igakuen news le t te r

今年もチー
ム星稜が

百万石踊り
流しに参加

！

22日（水）・23日（木）・24日（金）

27日（木）・28日（金）・31日（月）

3日（月）・4日（火）・5日（水）

24日（金）・27日（月）～31日（金）

8日（土）・9日（日）・23日（日）

8日（土）・9日（日）・23日（日）
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金
沢
星
稜
大
学

主
な
就
職
先  ※

敬
称
略

あ
お
ぞ
ら
銀
行
、あ
ら
た
、あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保
険
、イ
ン

テ
ッ
ク
、石
川
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ・セ
ン
タ
ー
、岩
谷
産
業
、N
T
T
ビ
ジ
ネ

ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
、か
ん
ぽ
生
命
、カ
ナ
カ
ン
、金
沢
医
科
大
学
、興

能
信
用
金
庫
、コ
マ
ニ
ー
、シ
ン
コ
ー
ル
、商
工
組
合
中
央
金
庫
、積
水
ハ

ウ
ス
、高
岡
信
用
金
庫
、田
中
精
密
工
業
、タ
カ
ラ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
、鶴

来
信
用
金
庫
、富
山
第
一
銀
行
、富
山
セ
ン
ト
ラ
ル
ガ
ス
、冨
木
医
療
器
、

日
本
郵
便
、日
本
自
動
車
連
盟
、西
日
本
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
バ
ス
、日
本
通

運
、日
成
ビ
ル
ド
工
業
、西
日
本
旅
客
鉄
道
、の
と
共
栄
信
用
金
庫
、パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
メ
デ
ィ
コ
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
、平
和
堂
、北
陸
信
用
金
庫
、

北
陸
銀
行
、北
國
銀
行
、三
菱
電
機
住
環
境
シ
ス
テ
ム
ズ
、明
祥
、ヤ
マ

ト
運
輸
、ユ
ニ
ア
デ
ッ
ク
ス
、ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、ユ
ニ
ー
、ヨ
シ
ダ
印
刷

　公
務
員  ※

（
　
）内
は
人
数

国
税
専
門
官（
3
）、税
務
職
員
、国
家
一
般
職（
2
）、裁
判
所
事
務
官
、自
衛

隊（
2
）、珠
洲
市
役
所
、京
都
府
公
立
学
校
事
務
職
員
、公
立
保
育
士（
5
）

　教
員

石
川
県
公
立
小
学
校
教
員（
9
）、富
山
県
公
立
小
学
校
教
員（
3
）、千

葉
県
公
立
小
学
校
教
員（
7
）

ほ
か
警
視
庁・県
警
に
7
名
が
合
格
し
ま
し
た

金
沢
星
稜
大
学
女
子
短
期
大
学
部

主
な
就
職
先  ※

敬
称
略

【
事
務
職
】日
本
銀
行
、金
沢
信
用
金
庫
、の
と
共
栄
信
用
金
庫
、興
能
信

用
金
庫
、氷
見
伏
木
信
用
金
庫
、住
友
生
命
保
険
相
互
会
社
、北
国
ク
レ

ジ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
、 

ク
レ
デ
ィ
セ
ゾ
ン
、日
本
郵
便
、E
I
Z
O
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
、澁
谷
工
業
、津
田
駒
工
業
、丸
菱
、P
F
U
、フ
ァ
ブ
リ
カ
ト

ヤ
マ
、東
洋
建
設
、菱
機
工
業
、疋
田
産
業
、イ
ワ
タ
ニ
北
陸
、北
菱
電
興
、

富
山
ト
ヨ
タ
自
動
車
、ト
ヨ
タ
レ
ン
タ
リ
ー
ス
石
川
、北
陸
電
力
、白
山

農
業
協
同
組
合
、加
賀
農
業
協
同
組
合
、福
光
農
業
協
同
組
合
、ク
ラ
ス

コ
、恵
寿
総
合
病
院
、聖
霊
乳
児
院・愛
児
院
　【
製
造
職
】ゴ
ー
ル
ド
ウ

イ
ン
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
、丸
井
織
物
、山
一
精
工
　【
販
売
職
】金
沢

名
鉄
丸
越
百
貨
店
、イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
、柴
舟
小
出
　【
サ
ー
ビ
ス
】苗
加

不
動
産
、エ
イ
ム
、日
本
レ
ス
ト
ラ
ン
エ
ン
タ
プ
ラ
イ
ズ

　公
務
員

国
家
一
般
職
、税
務
職
員

　
金
沢
星
稜
大
学
女
子
短
期
大
学
部
の
昨
年
度
の

就
職
率
は
97.
5
％
と
、
引
き
続
き
高
い
結
果
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
内
定
を
獲
得
し
た
学
生
の
う
ち

事
務
職
に
就
い
た
学
生
の
割
合
は
70.
1
％
と
な

り
、
石
川
県
の
事
務
職
の
有
効
求
人
倍
率
が
パ
ー

ト
を
含
め
て
も
0.
41
倍
し
か
な
い
こ
と
を
考
え

る
と
、
驚
く
べ
き
数
字
と
言
え
ま
す
。
変
わ
ら
ず

「
事
務
職
に
強
い
星
短
」
を
裏
付
け
る
結
果
で
す
。

　
特
に
石
川
県
を
代
表
す
る
製
造
業
各
社
か
ら
の

星
短
に
対
す
る
評
価
は
高
く
、
事
務
職
の
求
人
は
、

数
校
に
声
を
か
け
て
も
、
内
定
実
績
が
星
稜
で
独

占
す
る
と
い
う
例
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
も
う
ひ
と
つ
の
星
短
の
強
み
で
あ
る
金
融
機
関

に
お
い
て
も
、
7
年
ぶ
り
に
求
人
の
あ
っ
た
日
本

銀
行
か
ら
内
定
を
獲
得
し
た
の
を
始
め
、
地
元
の

金
融
機
関
か
ら
大
学
生
と
競
っ
て
多
く
の
学
生
が

内
定
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
昨
年
度
も
こ
の
よ
う
に
高
い
実
績
を
収
め
る
こ

と
が
で
き
た
理
由
の
ひ
と
つ
に
、
星
短
の
先
輩
た

ち
の
評
価
が
非
常
に
高
い
と
い
う
事
実
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
企
業
側
に
「
星
短
生
を
早
く
確
保
し
た

い
」
と
い
う
意
識
が
あ
り
、
早
い
時
期
に
確
実
な

求
人
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
あ
る

金
融
機
関
か
ら
は
「
星
短
は
当
社
の
重
要
な
採
用

校
」
と
い
う
嬉
し
い
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
も
う
ひ
と
つ
、
星
短
生
が
よ
り
力
強
く

な
っ
た
こ
と
も
要
因
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。「
今

年
の
星
短
生
は
い
い
意
味
で
度
胸
が
あ
る
」
と
い

う
の
は
あ
る
上
場
企
業
の
採
用
担
当
の
方
の
言
葉

で
す
。
大
学
生
を
採
用
予
定
だ
っ
た
医
療
機
関
に

積
極
的
に
挑
み
、
見
事
内
定
を
獲
得
し
た
星
短
生

も
い
ま
し
た
。

　
星
短
生
が
力
強
さ
を
増
し
た
の
は
、
大
学
と
の

キ
ャ
ン
パ
ス
統
合
、
ま
た
そ
れ
に
伴
っ
て
就
職
支

援
の
取
り
組
み
の
多
く
を
共
通
の
ノ
ウ
ハ
ウ
で
実

施
し
て
い
る
こ
と
が
大
き
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
就
職
活
動
開
始
ま
で
の
準
備
期
間
が
１
年
し
か

な
い
短
大
生
に
と
っ
て
、
年
齢
で
2
歳
上
の
大
学

生
と
と
も
に
就
職
活
動
に
備
え
る
環
境
は
大
き
な

プ
ラ
ス
に
な
り
ま
す
。「
ほ
し
☆
た
び
」
や
「
星
稜

女
子
力
M
O
O
N 

S
H
O
T
講
座
」「
M
O
O
N 

S
H
O
T
ア
ブ
ロ
ー
ド
」
な
ど
に
参
加
し
、
大
学

生
と
競
い
合
い
な
が
ら
成
長
す
る
こ
と
で
、
大
き

な
成
果
が
生
ま
れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　
今
年
度
の
状
況
も
非
常
に
好
調
で
す
。
就
職
活

動
開
始
時
期
が
前
年
よ
り
3
か
月
遅
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
内
定
者
数
は
昨
年
同
時
期
と
ほ
と
ん
ど

同
じ
で
す
。
逆
に
追
い
風
が
吹
い
て
い
る
と
言
っ

て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

　
地
域
社
会
・
企
業
か
ら
の
信
頼
と
学
生
た
ち
の

挑
戦
に
よ
っ
て
、
今
年
度
も
よ
い
結
果
を
出
す
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
金
沢
星
稜
大
学
の
平
成
26
年
度
の
就
職
率
（
全

卒
業
生
に
占
め
る
就
職
内
定
者
の
割
合
）
は

94.
2
％
と
な
り
ま
し
た
。
過
去
最
高
、
ま
た
3
年

連
続
の
90
％
超
え
と
い
う
結
果
で
す
。
全
国
平
均

値
は
未
発
表
で
す
が
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
初

め
て
70
％
台
に
載
る
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て

い
る
程
度
で
す
か
ら
、
本
学
の
就
職
率
は
「
驚
異

的
」
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
ま
ず
民
間
企
業
へ
の
就
職
は
、
相
変
わ
ら
ず
の

強
さ
で
す
。
大
手
生
命
保
険
会
社
や
政
府
系
金
融

機
関
を
始
め
、
地
元
の
名
だ
た
る
企
業
・
金
融
機

関
の
事
務
職
採
用
枠
を
ほ
と
ん
ど
金
沢
星
稜
大
学
・

女
子
短
期
大
学
部
が
占
め
て
い
る
と
い
う
状
況
で

す
。
ま
た
そ
の
中
で
も
全
労
災
の
総
合
職
で
採
用

さ
れ
た
学
生
が
出
た
の
は
大
き
な
ト
ピ
ッ
ク
の
ひ

と
つ
で
す
。
同
期
採
用
は
東
大
・
京
大
卒
ク
ラ
ス

で
す
か
ら
、
こ
れ
が
ど
れ
ほ
ど
の
こ
と
か
が
わ
か

り
ま
す
。

　
ま
た
、
小
学
校
教
員
採
用
に
つ
い
て
も
出
色
の

成
果
と
な
り
ま
し
た
。
数
年
の
講
師
を
経
て
よ
う

や
く
教
員
と
し
て
正
式
採
用
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

も
珍
し
く
な
い
世
界
で
、
延
べ
数
で
は
な
く
実
数

で
19
名
の
現
役
合
格
者
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
も
ま
た
過
去
最
多
の
数
字
で
す
。
採
用

試
験
受
験
者
25
名
中
の
19
名
と
い
う
割
合
も
他
で

は
考
え
ら
れ
な
い
結
果
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　
一
方
、
現
在
就
職
活
動
が
進
ん
で
い
る
今
年
度

の
状
況
も
好
調
で
す
。
就
職
協
定
に
よ
っ
て
活
動

開
始
時
期
が
3
か
月
遅
く
な
っ
た
た
め
単
純
に
比

較
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、内
定
獲
得
の
ペ
ー

ス
は
前
年
の
わ
ず
か
に
１
か
月
ほ
ど
遅
れ
て
い
る

だ
け
で
す
。
お
そ
ら
く
他
大
学
よ
り
も
遥
か
に
よ

い
状
況
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
、
進
路
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
初
め
て
フ
ィ

リ
ピ
ン
・
セ
ブ
島
で
の
短
期
語
学
研
修
を
実
施
し

ま
し
た
。
エ
ア
ラ
イ
ン
企
業
や
一
流
企
業
へ
の
就

職
を
目
指
す
女
子
学
生
限
定
の
就
職
講
座
「
星
稜

女
子
力
M
O
O
N 

S
H
O
T
講
座
」。
そ
の
ア
ブ

ロ
ー
ド
版
と
し
て
実
施
さ
れ
た
こ
の
取
り
組
み
を

最
初
に
経
験
し
た
の
が
、
現
在
の
大
学
4
年
次
・

短
大
部
2
年
次
の
学
生
で
あ
り
、
早
く
も
そ
の
成

果
が
出
始
め
て
い
ま
す
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
が
地
方
に
も
押
し
寄
せ
、

特
に
製
造
業
が
多
い
北
陸
・
石
川
で
は
、
事
務
職

で
あ
っ
て
も
英
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

抵
抗
感
の
な
い
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今

後
ま
す
ま
す
世
界
経
済
の
牽
引
役
と
な
っ
て
い
く

ア
ジ
ア
で
、
少
な
く
と
も
英
語
に
対
す
る
精
神
的

な
抵
抗
感
を
払
拭
す
る
こ
と
、
い
わ
ば
「
ド
メ
ス

テ
ィ
ッ
ク
な
グ
ロ
ー
バ
ル
タ
フ
ネ
ス
」
を
身
に
つ

け
る
こ
と
が
、こ
の「
M
O
O
N 

S
H
O
T
ア
ブ
ロ
ー

ド
」
の
最
大
の
目
的
で
し
た
。

　
こ
れ
は
短
大
部
生
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
が
、
と
あ

る
企
業
の
面
接
で
昨
年
語
学
研
修
に
参
加
し
た
話

を
し
た
ら
突
然
英
語
で
質
問
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
そ

の
学
生
は
し
っ
か
り
と
回
答
し
、
見
事
内
定
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
決
し
て
流
暢
な
英
語
で
は
な
か
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
大
切
な
の
は
英
語
に
臆
さ
な

い
度
胸
が
認
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
従
来
か
ら
行
っ
て
き
た
「
ほ
し
☆
た
び
」
と
こ

の
「
M
O
O
N 

S
H
O
T
ア
ブ
ロ
ー
ド
」
に
よ
っ
て
、

昨
年
は
約
1
5
0
名
の
学
生
を
海
外
へ
送
り
出
し

ま
し
た
。
地
方
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
こ
れ
か
ら
も

進
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
北
陸
新
幹
線
の
開
業
も

あ
り
、
金
沢
を
訪
れ
る
欧
米
の
方
も
飛
躍
的
に
増

え
て
い
ま
す
。
地
域
社
会
で
活
躍
す
る
た
め
に
必

要
な
「
グ
ロ
ー
バ
ル
タ
フ
ネ
ス
」
を
身
に
つ
け
る

機
会
を
、
今
後
も
積
極
的
に
作
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
社
会
に
役
立
つ
人
間
を
育
て
る
こ
と
。
そ
れ
が

本
学
の
変
わ
ら
な
い
教
育
理
念
で
す
。
引
き
続
き

そ
の
使
命
と
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

学
生
の
皆
さ
ん
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

金
沢
星
稜
大
学
女
子
短
期
大
学
部

地
域
社
会
か
ら
の
信
頼
と

学
生
の
成
長
が
大
き
な
成
果
に
。

金
沢
星
稜
大
学

過
去
最
高
の
就
職
率
を
記
録
、

3
年
連
続
90
％
超
え
を
達
成
。

就職率
（内定者÷全卒業者）

94.2％
就職内定率

（内定者÷就職希望者）

98.7％
就職率

（内定者÷全卒業者）

97.5％
就職内定率

（内定者÷就職希望者）

99.2％

金
沢
星
稜
大
学
・

金
沢
星
稜
大
学
女
子
短
期
大
学
部

就
職
状
況
報
告

平
成
26
年
度 

就
職
・
進
学
状
況
報
告

金沢星稜大学
金沢星稜大学女子短期大学部
進路支援センター長・ＣＤＡ

堀口 英則

金沢星稜大学
金沢星稜大学女子短期大学部
進路支援センター主事・CDA

中川 季里子

過去3年の就職率就職内定率

2012年

100％

80％

60％

40％

20％

0％
2013年 2014年

91.5％91.5％

96.8％96.8％ 99.3％99.3％ 98.7％98.7％

67.3％67.3％

92.3％92.3％

69.8％69.8％

未
発
表

未
発
表

94.2％94.2％

■就職率　■就職率（全国平均）　－就職内定率

過去3年の就職率就職内定率

2012年

100％

80％

60％

40％

20％

0％
2013年 2014年

89.9％89.9％

96.1％96.1％ 98.0％98.0％ 99.2％99.2％

73.5％73.5％

96.0％96.0％

75.8％75.8％

未
発
表

未
発
表

97.5％97.5％

■就職率　■就職率（全国平均）　－就職内定率



2 1

金
沢
星
稜
大
学

主
な
就
職
先  ※

敬
称
略

あ
お
ぞ
ら
銀
行
、あ
ら
た
、あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保
険
、イ
ン

テ
ッ
ク
、石
川
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ・セ
ン
タ
ー
、岩
谷
産
業
、N
T
T
ビ
ジ
ネ

ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
、か
ん
ぽ
生
命
、カ
ナ
カ
ン
、金
沢
医
科
大
学
、興

能
信
用
金
庫
、コ
マ
ニ
ー
、シ
ン
コ
ー
ル
、商
工
組
合
中
央
金
庫
、積
水
ハ

ウ
ス
、高
岡
信
用
金
庫
、田
中
精
密
工
業
、タ
カ
ラ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
、鶴

来
信
用
金
庫
、富
山
第
一
銀
行
、富
山
セ
ン
ト
ラ
ル
ガ
ス
、冨
木
医
療
器
、

日
本
郵
便
、日
本
自
動
車
連
盟
、西
日
本
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
バ
ス
、日
本
通

運
、日
成
ビ
ル
ド
工
業
、西
日
本
旅
客
鉄
道
、の
と
共
栄
信
用
金
庫
、パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
メ
デ
ィ
コ
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
、平
和
堂
、北
陸
信
用
金
庫
、

北
陸
銀
行
、北
國
銀
行
、三
菱
電
機
住
環
境
シ
ス
テ
ム
ズ
、明
祥
、ヤ
マ

ト
運
輸
、ユ
ニ
ア
デ
ッ
ク
ス
、ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、ユ
ニ
ー
、ヨ
シ
ダ
印
刷

　公
務
員  ※

（
　
）内
は
人
数

国
税
専
門
官（
3
）、税
務
職
員
、国
家
一
般
職（
2
）、裁
判
所
事
務
官
、自
衛

隊（
2
）、珠
洲
市
役
所
、京
都
府
公
立
学
校
事
務
職
員
、公
立
保
育
士（
5
）

　教
員

石
川
県
公
立
小
学
校
教
員（
9
）、富
山
県
公
立
小
学
校
教
員（
3
）、千

葉
県
公
立
小
学
校
教
員（
7
）

ほ
か
警
視
庁・県
警
に
7
名
が
合
格
し
ま
し
た

金
沢
星
稜
大
学
女
子
短
期
大
学
部

主
な
就
職
先  ※

敬
称
略

【
事
務
職
】日
本
銀
行
、金
沢
信
用
金
庫
、の
と
共
栄
信
用
金
庫
、興
能
信

用
金
庫
、氷
見
伏
木
信
用
金
庫
、住
友
生
命
保
険
相
互
会
社
、北
国
ク
レ

ジ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
、 

ク
レ
デ
ィ
セ
ゾ
ン
、日
本
郵
便
、E
I
Z
O
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
、澁
谷
工
業
、津
田
駒
工
業
、丸
菱
、P
F
U
、フ
ァ
ブ
リ
カ
ト

ヤ
マ
、東
洋
建
設
、菱
機
工
業
、疋
田
産
業
、イ
ワ
タ
ニ
北
陸
、北
菱
電
興
、

富
山
ト
ヨ
タ
自
動
車
、ト
ヨ
タ
レ
ン
タ
リ
ー
ス
石
川
、北
陸
電
力
、白
山

農
業
協
同
組
合
、加
賀
農
業
協
同
組
合
、福
光
農
業
協
同
組
合
、ク
ラ
ス

コ
、恵
寿
総
合
病
院
、聖
霊
乳
児
院・愛
児
院
　【
製
造
職
】ゴ
ー
ル
ド
ウ

イ
ン
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
、丸
井
織
物
、山
一
精
工
　【
販
売
職
】金
沢

名
鉄
丸
越
百
貨
店
、イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
、柴
舟
小
出
　【
サ
ー
ビ
ス
】苗
加

不
動
産
、エ
イ
ム
、日
本
レ
ス
ト
ラ
ン
エ
ン
タ
プ
ラ
イ
ズ

　公
務
員

国
家
一
般
職
、税
務
職
員

　
金
沢
星
稜
大
学
女
子
短
期
大
学
部
の
昨
年
度
の

就
職
率
は
97.
5
％
と
、
引
き
続
き
高
い
結
果
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
内
定
を
獲
得
し
た
学
生
の
う
ち

事
務
職
に
就
い
た
学
生
の
割
合
は
70.
1
％
と
な

り
、
石
川
県
の
事
務
職
の
有
効
求
人
倍
率
が
パ
ー

ト
を
含
め
て
も
0.
41
倍
し
か
な
い
こ
と
を
考
え

る
と
、
驚
く
べ
き
数
字
と
言
え
ま
す
。
変
わ
ら
ず

「
事
務
職
に
強
い
星
短
」
を
裏
付
け
る
結
果
で
す
。

　
特
に
石
川
県
を
代
表
す
る
製
造
業
各
社
か
ら
の

星
短
に
対
す
る
評
価
は
高
く
、
事
務
職
の
求
人
は
、

数
校
に
声
を
か
け
て
も
、
内
定
実
績
が
星
稜
で
独

占
す
る
と
い
う
例
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
も
う
ひ
と
つ
の
星
短
の
強
み
で
あ
る
金
融
機
関

に
お
い
て
も
、
7
年
ぶ
り
に
求
人
の
あ
っ
た
日
本

銀
行
か
ら
内
定
を
獲
得
し
た
の
を
始
め
、
地
元
の

金
融
機
関
か
ら
大
学
生
と
競
っ
て
多
く
の
学
生
が

内
定
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
昨
年
度
も
こ
の
よ
う
に
高
い
実
績
を
収
め
る
こ

と
が
で
き
た
理
由
の
ひ
と
つ
に
、
星
短
の
先
輩
た

ち
の
評
価
が
非
常
に
高
い
と
い
う
事
実
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
企
業
側
に
「
星
短
生
を
早
く
確
保
し
た

い
」
と
い
う
意
識
が
あ
り
、
早
い
時
期
に
確
実
な

求
人
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
あ
る

金
融
機
関
か
ら
は
「
星
短
は
当
社
の
重
要
な
採
用

校
」
と
い
う
嬉
し
い
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
も
う
ひ
と
つ
、
星
短
生
が
よ
り
力
強
く

な
っ
た
こ
と
も
要
因
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。「
今

年
の
星
短
生
は
い
い
意
味
で
度
胸
が
あ
る
」
と
い

う
の
は
あ
る
上
場
企
業
の
採
用
担
当
の
方
の
言
葉

で
す
。
大
学
生
を
採
用
予
定
だ
っ
た
医
療
機
関
に

積
極
的
に
挑
み
、
見
事
内
定
を
獲
得
し
た
星
短
生

も
い
ま
し
た
。

　
星
短
生
が
力
強
さ
を
増
し
た
の
は
、
大
学
と
の

キ
ャ
ン
パ
ス
統
合
、
ま
た
そ
れ
に
伴
っ
て
就
職
支

援
の
取
り
組
み
の
多
く
を
共
通
の
ノ
ウ
ハ
ウ
で
実

施
し
て
い
る
こ
と
が
大
き
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
就
職
活
動
開
始
ま
で
の
準
備
期
間
が
１
年
し
か

な
い
短
大
生
に
と
っ
て
、
年
齢
で
2
歳
上
の
大
学

生
と
と
も
に
就
職
活
動
に
備
え
る
環
境
は
大
き
な

プ
ラ
ス
に
な
り
ま
す
。「
ほ
し
☆
た
び
」
や
「
星
稜

女
子
力
M
O
O
N 

S
H
O
T
講
座
」「
M
O
O
N 

S
H
O
T
ア
ブ
ロ
ー
ド
」
な
ど
に
参
加
し
、
大
学

生
と
競
い
合
い
な
が
ら
成
長
す
る
こ
と
で
、
大
き

な
成
果
が
生
ま
れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　
今
年
度
の
状
況
も
非
常
に
好
調
で
す
。
就
職
活

動
開
始
時
期
が
前
年
よ
り
3
か
月
遅
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
内
定
者
数
は
昨
年
同
時
期
と
ほ
と
ん
ど

同
じ
で
す
。
逆
に
追
い
風
が
吹
い
て
い
る
と
言
っ

て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

　
地
域
社
会
・
企
業
か
ら
の
信
頼
と
学
生
た
ち
の

挑
戦
に
よ
っ
て
、
今
年
度
も
よ
い
結
果
を
出
す
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
金
沢
星
稜
大
学
の
平
成
26
年
度
の
就
職
率
（
全

卒
業
生
に
占
め
る
就
職
内
定
者
の
割
合
）
は

94.
2
％
と
な
り
ま
し
た
。
過
去
最
高
、
ま
た
3
年

連
続
の
90
％
超
え
と
い
う
結
果
で
す
。
全
国
平
均

値
は
未
発
表
で
す
が
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
初

め
て
70
％
台
に
載
る
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て

い
る
程
度
で
す
か
ら
、
本
学
の
就
職
率
は
「
驚
異

的
」
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
ま
ず
民
間
企
業
へ
の
就
職
は
、
相
変
わ
ら
ず
の

強
さ
で
す
。
大
手
生
命
保
険
会
社
や
政
府
系
金
融

機
関
を
始
め
、
地
元
の
名
だ
た
る
企
業
・
金
融
機

関
の
事
務
職
採
用
枠
を
ほ
と
ん
ど
金
沢
星
稜
大
学
・

女
子
短
期
大
学
部
が
占
め
て
い
る
と
い
う
状
況
で

す
。
ま
た
そ
の
中
で
も
全
労
災
の
総
合
職
で
採
用

さ
れ
た
学
生
が
出
た
の
は
大
き
な
ト
ピ
ッ
ク
の
ひ

と
つ
で
す
。
同
期
採
用
は
東
大
・
京
大
卒
ク
ラ
ス

で
す
か
ら
、
こ
れ
が
ど
れ
ほ
ど
の
こ
と
か
が
わ
か

り
ま
す
。

　
ま
た
、
小
学
校
教
員
採
用
に
つ
い
て
も
出
色
の

成
果
と
な
り
ま
し
た
。
数
年
の
講
師
を
経
て
よ
う

や
く
教
員
と
し
て
正
式
採
用
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

も
珍
し
く
な
い
世
界
で
、
延
べ
数
で
は
な
く
実
数

で
19
名
の
現
役
合
格
者
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
も
ま
た
過
去
最
多
の
数
字
で
す
。
採
用

試
験
受
験
者
25
名
中
の
19
名
と
い
う
割
合
も
他
で

は
考
え
ら
れ
な
い
結
果
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　
一
方
、
現
在
就
職
活
動
が
進
ん
で
い
る
今
年
度

の
状
況
も
好
調
で
す
。
就
職
協
定
に
よ
っ
て
活
動

開
始
時
期
が
3
か
月
遅
く
な
っ
た
た
め
単
純
に
比

較
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、内
定
獲
得
の
ペ
ー

ス
は
前
年
の
わ
ず
か
に
１
か
月
ほ
ど
遅
れ
て
い
る

だ
け
で
す
。
お
そ
ら
く
他
大
学
よ
り
も
遥
か
に
よ

い
状
況
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
、
進
路
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
初
め
て
フ
ィ

リ
ピ
ン
・
セ
ブ
島
で
の
短
期
語
学
研
修
を
実
施
し

ま
し
た
。
エ
ア
ラ
イ
ン
企
業
や
一
流
企
業
へ
の
就

職
を
目
指
す
女
子
学
生
限
定
の
就
職
講
座
「
星
稜

女
子
力
M
O
O
N 

S
H
O
T
講
座
」。
そ
の
ア
ブ

ロ
ー
ド
版
と
し
て
実
施
さ
れ
た
こ
の
取
り
組
み
を

最
初
に
経
験
し
た
の
が
、
現
在
の
大
学
4
年
次
・

短
大
部
2
年
次
の
学
生
で
あ
り
、
早
く
も
そ
の
成

果
が
出
始
め
て
い
ま
す
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
が
地
方
に
も
押
し
寄
せ
、

特
に
製
造
業
が
多
い
北
陸
・
石
川
で
は
、
事
務
職

で
あ
っ
て
も
英
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

抵
抗
感
の
な
い
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今

後
ま
す
ま
す
世
界
経
済
の
牽
引
役
と
な
っ
て
い
く

ア
ジ
ア
で
、
少
な
く
と
も
英
語
に
対
す
る
精
神
的

な
抵
抗
感
を
払
拭
す
る
こ
と
、
い
わ
ば
「
ド
メ
ス

テ
ィ
ッ
ク
な
グ
ロ
ー
バ
ル
タ
フ
ネ
ス
」
を
身
に
つ

け
る
こ
と
が
、こ
の「
M
O
O
N 

S
H
O
T
ア
ブ
ロ
ー

ド
」
の
最
大
の
目
的
で
し
た
。

　
こ
れ
は
短
大
部
生
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
が
、
と
あ

る
企
業
の
面
接
で
昨
年
語
学
研
修
に
参
加
し
た
話

を
し
た
ら
突
然
英
語
で
質
問
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
そ

の
学
生
は
し
っ
か
り
と
回
答
し
、
見
事
内
定
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
決
し
て
流
暢
な
英
語
で
は
な
か
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
大
切
な
の
は
英
語
に
臆
さ
な

い
度
胸
が
認
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
従
来
か
ら
行
っ
て
き
た
「
ほ
し
☆
た
び
」
と
こ

の
「
M
O
O
N 

S
H
O
T
ア
ブ
ロ
ー
ド
」
に
よ
っ
て
、

昨
年
は
約
1
5
0
名
の
学
生
を
海
外
へ
送
り
出
し

ま
し
た
。
地
方
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
こ
れ
か
ら
も

進
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
北
陸
新
幹
線
の
開
業
も

あ
り
、
金
沢
を
訪
れ
る
欧
米
の
方
も
飛
躍
的
に
増

え
て
い
ま
す
。
地
域
社
会
で
活
躍
す
る
た
め
に
必

要
な
「
グ
ロ
ー
バ
ル
タ
フ
ネ
ス
」
を
身
に
つ
け
る

機
会
を
、
今
後
も
積
極
的
に
作
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
社
会
に
役
立
つ
人
間
を
育
て
る
こ
と
。
そ
れ
が

本
学
の
変
わ
ら
な
い
教
育
理
念
で
す
。
引
き
続
き

そ
の
使
命
と
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

学
生
の
皆
さ
ん
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

金
沢
星
稜
大
学
女
子
短
期
大
学
部

地
域
社
会
か
ら
の
信
頼
と

学
生
の
成
長
が
大
き
な
成
果
に
。

金
沢
星
稜
大
学

過
去
最
高
の
就
職
率
を
記
録
、

3
年
連
続
90
％
超
え
を
達
成
。

就職率
（内定者÷全卒業者）

94.2％
就職内定率

（内定者÷就職希望者）

98.7％
就職率

（内定者÷全卒業者）

97.5％
就職内定率

（内定者÷就職希望者）

99.2％

金
沢
星
稜
大
学
・

金
沢
星
稜
大
学
女
子
短
期
大
学
部

就
職
状
況
報
告

平
成
26
年
度 

就
職
・
進
学
状
況
報
告

金沢星稜大学
金沢星稜大学女子短期大学部
進路支援センター長・ＣＤＡ

堀口 英則

金沢星稜大学
金沢星稜大学女子短期大学部
進路支援センター主事・CDA

中川 季里子

過去3年の就職率就職内定率

2012年

100％

80％

60％

40％

20％

0％
2013年 2014年

91.5％91.5％

96.8％96.8％ 99.3％99.3％ 98.7％98.7％

67.3％67.3％

92.3％92.3％

69.8％69.8％

未
発
表

未
発
表

94.2％94.2％

■就職率　■就職率（全国平均）　－就職内定率

過去3年の就職率就職内定率

2012年

100％

80％

60％

40％

20％

0％
2013年 2014年

89.9％89.9％

96.1％96.1％ 98.0％98.0％ 99.2％99.2％

73.5％73.5％

96.0％96.0％

75.8％75.8％

未
発
表

未
発
表

97.5％97.5％

■就職率　■就職率（全国平均）　－就職内定率
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広
告
代
理
店
、J
リ
ー
グ
の

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
を
経
て
教
員
に

　
私
が
学
生
に
教
え
る
時
に
心
が
け
て
い
る

テ
ー
マ
が
ふ
た
つ
あ
り
ま
す
。
ひ
と
つ
は

「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
育
む

こ
と
」
で
す
。
私
の
ゼ
ミ
で
は
、
学
生
数
人
の

チ
ー
ム
で
課
題
に
取
り
組
む
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
担
い
、
脱
落
者

を
出
さ
ず
に
全
員
で
物
事
を
成
し
遂
げ
る
こ

と
を
経
験
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
も
う
ひ
と
つ
は
、「
自
分
の
個
性
に
気
づ
か

せ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
を
光
ら
せ
る
こ
と
」

で
す
。
社
会
人
に
な
れ
ば
組
織
に
貢
献
し
て

利
益
を
出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
一
方

で
一
人
の
人
間
と
し
て
幸
せ
に
生
き
て
い
く

こ
と
も
重
要
で
す
。
こ
の
ふ
た
つ
を
両
立
さ

「
自
分
力
」で
社
会
や
組
織
に

貢
献
で
き
る
人
材
を
育
て
た
い

せ
る
の
は
、
簡
単
な
よ
う
で
難
し
い
こ
と
な

の
で
す
。

　
私
は
、
そ
の
人
の
得
意
な
も
の
や
好
き
な

こ
と
で
社
会
や
組
織
に
貢
献
で
き
る
な
ら
そ

れ
が
い
ち
ば
ん
の
幸
せ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

自
分
が
何
を
し
た
い
の
か
、
自
分
に
ど
ん
な

特
徴
が
あ
る
の
か
を
気
づ
か
せ
、
そ
の
「
自

分
力
」
を
磨
い
て
輝
か
せ
る
こ
と
が
大
学
の

役
割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
、
ま
た
そ
の

後
も
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
界
は
産
業
化
が
進
み
、

こ
の
国
の
社
会
で
よ
り
重
要
な
存
在
に
な
っ

て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
時
、
日
本
の
ス

ポ
ー
ツ
界
に
、
日
本
の
社
会
に
役
立
つ
人
間

を
育
て
て
い
き
た
い
。
そ
れ
が
教
員
と
な
っ

た
今
の
私
の
目
標
で
す
。

　
こ
の
春
か
ら
人
間
科
学
部
ス
ポ
ー
ツ
学
科

の
講
師
と
し
て
金
沢
星
稜
大
学
に
着
任
し
、

主
に
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
教
え
て
い

ま
す
。
教
師
と
し
て
教
壇
に
立
つ
の
は
こ
れ

が
初
め
て
で
、
そ
れ
以
前
は
J
リ
ー
グ
の
ク

ラ
ブ
チ
ー
ム
に
務
め
、
ま
た
そ
の
前
は
広
告

代
理
店
で
ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
り
な
が
ら
大
学

院
に
通
い
、
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
を
学
ん
で

き
ま
し
た
。

　
ま
っ
た
く
経
験
の
な
い
教
育
の
世
界
に
飛

び
込
ん
だ
の
は
、
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
界
に
ス

ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
を
専
門
的
に
学
ん
だ
人
材

の
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
か
ら
で
し
た
。
ス

ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
と
一
般
の
ビ
ジ
ネ
ス
は

ま
っ
た
く
異
な
る
も
の
で
す
。
日
本
に
は
ス

ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
を
専
門
的
に
学
ん
だ
人
材

第28回星稜教職員バトンメッセージ

が
足
り
な
い
、
そ
う
い
う
人
材
を
ス
ポ
ー
ツ

界
に
多
く
輩
出
す
る
べ
き
と
い
う
思
い
を

持
っ
て
い
た
こ
と
が
最
大
の
理
由
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
現
在
教
え
て
い
る
学
生
全
員
が

ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
に
就
け
る
ほ
ど
、
日
本

の
ス
ポ
ー
ツ
界
は
成
熟
し
て
い
ま
せ
ん
。
一

般
の
企
業
に
就
職
す
る
人
が
多
い
現
状
も
視

野
に
入
れ
て
、
一
般
社
会
で
成
功
で
き
る
人

間
を
育
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
大
学
教
員
の
多
く
は
ず
っ
と
教
育
・
研
究

の
世
界
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
方
で
、
私
の
よ

う
に
一
般
の
ビ
ジ
ネ
ス
界
か
ら
来
る
人
間
は

多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
私
が
ス

ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
や
実
社
会
で
経
験

し
て
き
た
こ
と
、
成
功
体
験
だ
け
で
は
な
く

失
敗
も
含
め
て
教
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

暗記ではなく、考える力・想像する力を養う講義をしています。

常に心がけているのは、学生を子供扱いせず大人として向きあうこと。

　
本
校
サ
ッ
カ
ー
部
は
昨
年
度
、全
国
高
等
学
校

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
で
、河
﨑
護
監
督
不
在
の

ハ
ン
デ
ィ
を
乗
り
越
え
、悲
願
の
初
優
勝
を
飾
り

ま
し
た
。県
ス
ポ
ー
ツ
特
別
賞
の
第
1
号
に
輝
き
、

優
勝
記
念
パ
レ
ー
ド
で
は
約
4
万
5
0
0
0
名
の

観
衆
か
ら
熱
烈
な
祝
福
を
受
け
ま
し
た
。サ
ッ

カ
ー
部
以
外
に
も
、野
球
部
は
全
国
高
等
学
校
野

球
選
手
権
大
会
県
大
会
の
決
勝
戦
で
、9
回
裏
に

0

－

8
か
ら
奇
跡
的
な
大
逆
転
劇
を
演
じ
、2
年

連
続
17
回
目
の
夏
の
甲
子
園
で
も
3
回
戦
ま
で
勝

ち
上
が
り
ま
し
た
。ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
部
は
全
国
高

等
学
校
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技
選
手
権
大
会
で
、男

女
と
も
団
体
、個
人
、シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
の
3
部

門
を
完
全
制
覇
す
る
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
、

陸
上
競
技
部
女
子
駅
伝
チ
ー
ム
も
全
国
高
等
学
校

駅
伝
競
争
大
会
で
1
時
間
10
分
20
秒
の
県
新
記
録

を
マ
ー
ク
し
、県
勢
過
去
最
高
順
位
の
14
位
に
入

り
ま
し
た
。ス
ポ
ー
ツ
に
関
し
て
は
歴
史
に
残
る

大
き
な
足
跡
を
刻
ん
だ
1
年
だ
っ
た
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

　
今
春
の
大
学
受
験
に
お
い
て
も
大
い
に
健
闘

し
、国
公
立
大
に
は
1
4
0
名（
う
ち
現
役
1
2
2

名
）が
合
格
し
、難
関
国
立
10
大
学
の
合
格
者
も
2

け
た
を
維
持
し
ま
し
た
。国
立
大
医
学
部
医
学
科

に
は
昨
年
を
上
回
る
2
名
が
合
格
し
て
い
ま
す
。

地
元
の
金
大
に
は
24
名
、富
大
に
は
33
名
が
合
格

し
ま
し
た
。私
大
に
も
1
0
4
8
名
が
合
格
し
、2

年
連
続
で
1
0
0
0
名
の
大
台
を
超
え
ま
し
た
。

M
A
R
C
H
に
つ
い
て
は
47
名
で
県
内
3
位
、関

関
同
立
も
1
0
9
名
と
同
4
位
で
し
た
。

星
稜
高
等
学
校

ス
ポ
ー
ツ
大
活
躍
、大
学
入
試
も
健
闘
。

文
武
両
道
の「
私
立
名
門
校
」目
指
す
。

星稜高等学校  主要大学合格者数

金沢大
富山大
福井大

石川県立大
石川県立看護大
富山県立大
福井県立大

北海道大
東北大
名古屋大
九州大
神戸大

金沢大
富山大

筑波大
お茶の水女子大
新潟大
信州大
広島大

首都大東京
大阪府立大

早稲田大
明治大

青山学院大
立教大
法政大
中央大

東京理科大
関西学院大
関西大
同志社大
立命館大

地元大学

難関国立10大学

国立大学
医学部医学科

主要国公立大学

難関私立13大学

24
33
4
4
1
4
1
71
3
1
3
1
2
10
1
1
2
2
1
4
3
２
2
2

140

1
14
5
2
17
9
2
11
22
20
56
159
1048

（現役122）

国公立大学

私立大学

地元大学 計

難関国立10大学　計

国立大学医学部医学科　計

国公立大　総計

難関私立13大学　計
私立大学　総計

　
私
は
こ
う
し
た
実
績
を
足
掛
か
り
に
、文
武
両

道
の「
私
立
名
門
校
」へ
の
道
を
切
り
開
き
た
い
と

真
剣
に
考
え
て
い
ま
す
。こ
と「
武
」に
関
し
て
は

名
門
校
の
域
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
と
自
負
し
て
い

ま
す
が
、「
文
」に
つ
い
て
は
正
直
ま
だ
ま
だ
で
あ

り
、も
っ
と
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
る
た
め
に
は
、良
い

教
育
を
提
供
し
、質
量
と
も
に
進
学
実
績
を
伸
ば

し
、評
判
を
呼
ん
で
良
い
生
徒
が
集
ま
り
、さ
ら
に

実
績
を
築
く
と
い
う
好
循
環
に
乗
せ
る
こ
と
が
不

可
欠
で
す
。一
朝
一
夕
に
実
現
で
き
る
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、文
武
両
面
で
着
実
に
実
績
を
築

い
て
い
く
こ
と
で
、名
門
校
へ
の
道
を
一
歩
ず
つ

歩
ん
で
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
本
校
は「
知
育
・
徳
育
・
体
育
」の
バ
ラ
ン
ス
を
重

視
し
、生
徒
一
人
ひ
と
り
の
個
性
と
能
力
を
引
き

出
し
て
伸
ば
す
教
育
を
基
本
理
念
と
し
て
、生
徒

た
ち
が
主
体
的
に
学
び
、切
磋
琢
磨
で
き
る
環
境

を
整
え
、建
学
の
精
神
で
あ
る「
誠
実
に
し
て
社
会

に
役
立
つ
人
間
の
育
成
」を
目
指
し
て
い
ま
す
。そ

れ
を
大
前
提
と
し
て
、大
学
入
試
対
策
の
強
化
・
充

実
を
図
り
、大
学
進
学
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
向
け
、

6
カ
年
一
貫
教
育
の
導
入
に
向
け
た
検
討
も
始
め

ま
し
た
。生
徒
、保
護
者
の
皆
様
の
強
い
期
待
に
応

え
る
べ
く
、最
大
限
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

星稜高等学校 校長
干場 久男
星稜高等学校 校長
干場 久男

提供：北國新聞社

下記医学科分（  　を含む  　）

　
こ
の
度
、附
属
星
稜
幼
稚
園
の
園
長
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
幼
稚
園
を
取
り
巻
く
環
境
は
、子
ど
も
子
育
て

支
援
新
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、大
き
く
変
わ
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。制
度
が
変
わ
ろ
う
が
、大
切
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
質
の
豊
さ
で
す
。O
E
C
D

は
、3
歳
児
以
上
で
、質
の
高
い
集
団
保
育
を
受
け

た
子
は
、そ
の
国
の
経
済
を
も
動
か
す
と
発
表
し
ま

し
た
。幼
児
期
の
教
育
環
境
が
い
か
に
大
切
か
国
際

的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
る
今
、こ
れ
ま
で
以
上
に
質

に
こ
だ
わ
り
、子
ど
も
た
ち
の
幸
せ
な
人
生
と
、社

会
に
役
立
つ
人
間
の
育
成
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
度
よ
り
金
沢
星
稜
大
学
附
属
星
稜
泉
野

幼
稚
園
園
長
に
就
任
し
ま
し
た
西
村
敬
子
と
申

し
ま
す
。

　
幼
稚
園
と
い
う
新
し
い
フ
ィ
ー
ル
ド
で
力
を

発
揮
で
き
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

少
子
化
と
言
わ
れ
る
こ
の
時
代
で
す
が
、
既
存

の
幼
稚
園
像
に
と
ら
わ
れ
ず
、
新
た
な
付
加
価

値
を
見
つ
け
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
幼
稚

園
の
発
展
に
貢
献
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
目
が
輝
く
幼
稚
園
を
め
ざ
し
て
尽

力
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

金
沢
星
稜
大
学
附
属
星
稜
幼
稚
園

金
沢
星
稜
大
学
附
属
星
稜
泉
野
幼
稚
園園長

西村 敬子
園長

島田 裕香子
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広
告
代
理
店
、J
リ
ー
グ
の

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
を
経
て
教
員
に

　
私
が
学
生
に
教
え
る
時
に
心
が
け
て
い
る

テ
ー
マ
が
ふ
た
つ
あ
り
ま
す
。
ひ
と
つ
は

「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
育
む

こ
と
」
で
す
。
私
の
ゼ
ミ
で
は
、
学
生
数
人
の

チ
ー
ム
で
課
題
に
取
り
組
む
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
担
い
、
脱
落
者

を
出
さ
ず
に
全
員
で
物
事
を
成
し
遂
げ
る
こ

と
を
経
験
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
も
う
ひ
と
つ
は
、「
自
分
の
個
性
に
気
づ
か

せ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
を
光
ら
せ
る
こ
と
」

で
す
。
社
会
人
に
な
れ
ば
組
織
に
貢
献
し
て

利
益
を
出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
一
方

で
一
人
の
人
間
と
し
て
幸
せ
に
生
き
て
い
く

こ
と
も
重
要
で
す
。
こ
の
ふ
た
つ
を
両
立
さ

「
自
分
力
」で
社
会
や
組
織
に

貢
献
で
き
る
人
材
を
育
て
た
い

せ
る
の
は
、
簡
単
な
よ
う
で
難
し
い
こ
と
な

の
で
す
。

　
私
は
、
そ
の
人
の
得
意
な
も
の
や
好
き
な

こ
と
で
社
会
や
組
織
に
貢
献
で
き
る
な
ら
そ

れ
が
い
ち
ば
ん
の
幸
せ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

自
分
が
何
を
し
た
い
の
か
、
自
分
に
ど
ん
な

特
徴
が
あ
る
の
か
を
気
づ
か
せ
、
そ
の
「
自

分
力
」
を
磨
い
て
輝
か
せ
る
こ
と
が
大
学
の

役
割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
、
ま
た
そ
の

後
も
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
界
は
産
業
化
が
進
み
、

こ
の
国
の
社
会
で
よ
り
重
要
な
存
在
に
な
っ

て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
時
、
日
本
の
ス

ポ
ー
ツ
界
に
、
日
本
の
社
会
に
役
立
つ
人
間

を
育
て
て
い
き
た
い
。
そ
れ
が
教
員
と
な
っ

た
今
の
私
の
目
標
で
す
。

　
こ
の
春
か
ら
人
間
科
学
部
ス
ポ
ー
ツ
学
科

の
講
師
と
し
て
金
沢
星
稜
大
学
に
着
任
し
、

主
に
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
教
え
て
い

ま
す
。
教
師
と
し
て
教
壇
に
立
つ
の
は
こ
れ

が
初
め
て
で
、
そ
れ
以
前
は
J
リ
ー
グ
の
ク

ラ
ブ
チ
ー
ム
に
務
め
、
ま
た
そ
の
前
は
広
告

代
理
店
で
ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
り
な
が
ら
大
学

院
に
通
い
、
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
を
学
ん
で

き
ま
し
た
。

　
ま
っ
た
く
経
験
の
な
い
教
育
の
世
界
に
飛

び
込
ん
だ
の
は
、
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
界
に
ス

ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
を
専
門
的
に
学
ん
だ
人
材

の
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
か
ら
で
し
た
。
ス

ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
と
一
般
の
ビ
ジ
ネ
ス
は

ま
っ
た
く
異
な
る
も
の
で
す
。
日
本
に
は
ス

ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
を
専
門
的
に
学
ん
だ
人
材
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が
足
り
な
い
、
そ
う
い
う
人
材
を
ス
ポ
ー
ツ

界
に
多
く
輩
出
す
る
べ
き
と
い
う
思
い
を

持
っ
て
い
た
こ
と
が
最
大
の
理
由
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
現
在
教
え
て
い
る
学
生
全
員
が

ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
に
就
け
る
ほ
ど
、
日
本

の
ス
ポ
ー
ツ
界
は
成
熟
し
て
い
ま
せ
ん
。
一

般
の
企
業
に
就
職
す
る
人
が
多
い
現
状
も
視

野
に
入
れ
て
、
一
般
社
会
で
成
功
で
き
る
人

間
を
育
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
大
学
教
員
の
多
く
は
ず
っ
と
教
育
・
研
究

の
世
界
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
方
で
、
私
の
よ

う
に
一
般
の
ビ
ジ
ネ
ス
界
か
ら
来
る
人
間
は

多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
私
が
ス

ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
や
実
社
会
で
経
験

し
て
き
た
こ
と
、
成
功
体
験
だ
け
で
は
な
く

失
敗
も
含
め
て
教
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

暗記ではなく、考える力・想像する力を養う講義をしています。

常に心がけているのは、学生を子供扱いせず大人として向きあうこと。

　
本
校
サ
ッ
カ
ー
部
は
昨
年
度
、全
国
高
等
学
校

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
で
、河
﨑
護
監
督
不
在
の

ハ
ン
デ
ィ
を
乗
り
越
え
、悲
願
の
初
優
勝
を
飾
り

ま
し
た
。県
ス
ポ
ー
ツ
特
別
賞
の
第
1
号
に
輝
き
、

優
勝
記
念
パ
レ
ー
ド
で
は
約
4
万
5
0
0
0
名
の

観
衆
か
ら
熱
烈
な
祝
福
を
受
け
ま
し
た
。サ
ッ

カ
ー
部
以
外
に
も
、野
球
部
は
全
国
高
等
学
校
野

球
選
手
権
大
会
県
大
会
の
決
勝
戦
で
、9
回
裏
に

0

－

8
か
ら
奇
跡
的
な
大
逆
転
劇
を
演
じ
、2
年

連
続
17
回
目
の
夏
の
甲
子
園
で
も
3
回
戦
ま
で
勝

ち
上
が
り
ま
し
た
。ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
部
は
全
国
高

等
学
校
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技
選
手
権
大
会
で
、男

女
と
も
団
体
、個
人
、シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
の
3
部

門
を
完
全
制
覇
す
る
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
、

陸
上
競
技
部
女
子
駅
伝
チ
ー
ム
も
全
国
高
等
学
校

駅
伝
競
争
大
会
で
1
時
間
10
分
20
秒
の
県
新
記
録

を
マ
ー
ク
し
、県
勢
過
去
最
高
順
位
の
14
位
に
入

り
ま
し
た
。ス
ポ
ー
ツ
に
関
し
て
は
歴
史
に
残
る

大
き
な
足
跡
を
刻
ん
だ
1
年
だ
っ
た
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

　
今
春
の
大
学
受
験
に
お
い
て
も
大
い
に
健
闘

し
、国
公
立
大
に
は
1
4
0
名（
う
ち
現
役
1
2
2

名
）が
合
格
し
、難
関
国
立
10
大
学
の
合
格
者
も
2

け
た
を
維
持
し
ま
し
た
。国
立
大
医
学
部
医
学
科

に
は
昨
年
を
上
回
る
2
名
が
合
格
し
て
い
ま
す
。

地
元
の
金
大
に
は
24
名
、富
大
に
は
33
名
が
合
格

し
ま
し
た
。私
大
に
も
1
0
4
8
名
が
合
格
し
、2

年
連
続
で
1
0
0
0
名
の
大
台
を
超
え
ま
し
た
。

M
A
R
C
H
に
つ
い
て
は
47
名
で
県
内
3
位
、関

関
同
立
も
1
0
9
名
と
同
4
位
で
し
た
。

星
稜
高
等
学
校

ス
ポ
ー
ツ
大
活
躍
、大
学
入
試
も
健
闘
。

文
武
両
道
の「
私
立
名
門
校
」目
指
す
。

星稜高等学校  主要大学合格者数

金沢大
富山大
福井大
石川県立大
石川県立看護大
富山県立大
福井県立大

北海道大
東北大
名古屋大
九州大
神戸大

金沢大
富山大

筑波大
お茶の水女子大
新潟大
信州大
広島大
首都大東京
大阪府立大

早稲田大
明治大
青山学院大
立教大
法政大
中央大
東京理科大
関西学院大
関西大
同志社大
立命館大

地元大学

難関国立10大学

国立大学
医学部医学科

主要国公立大学

難関私立13大学

24
33
4
4
1
4
1
71
3
1
3
1
2
10
1
1
2
2
1
4
3
２
2
2

140

1
14
5
2
17
9
2
11
22
20
56
159
1048

（現役122）

国公立大学

私立大学

地元大学 計

難関国立10大学　計

国立大学医学部医学科　計

国公立大　総計

難関私立13大学　計
私立大学　総計

　
私
は
こ
う
し
た
実
績
を
足
掛
か
り
に
、文
武
両

道
の「
私
立
名
門
校
」へ
の
道
を
切
り
開
き
た
い
と

真
剣
に
考
え
て
い
ま
す
。こ
と「
武
」に
関
し
て
は

名
門
校
の
域
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
と
自
負
し
て
い

ま
す
が
、「
文
」に
つ
い
て
は
正
直
ま
だ
ま
だ
で
あ

り
、も
っ
と
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
る
た
め
に
は
、良
い

教
育
を
提
供
し
、質
量
と
も
に
進
学
実
績
を
伸
ば

し
、評
判
を
呼
ん
で
良
い
生
徒
が
集
ま
り
、さ
ら
に

実
績
を
築
く
と
い
う
好
循
環
に
乗
せ
る
こ
と
が
不

可
欠
で
す
。一
朝
一
夕
に
実
現
で
き
る
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、文
武
両
面
で
着
実
に
実
績
を
築

い
て
い
く
こ
と
で
、名
門
校
へ
の
道
を
一
歩
ず
つ

歩
ん
で
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
本
校
は「
知
育
・
徳
育
・
体
育
」の
バ
ラ
ン
ス
を
重

視
し
、生
徒
一
人
ひ
と
り
の
個
性
と
能
力
を
引
き

出
し
て
伸
ば
す
教
育
を
基
本
理
念
と
し
て
、生
徒

た
ち
が
主
体
的
に
学
び
、切
磋
琢
磨
で
き
る
環
境

を
整
え
、建
学
の
精
神
で
あ
る「
誠
実
に
し
て
社
会

に
役
立
つ
人
間
の
育
成
」を
目
指
し
て
い
ま
す
。そ

れ
を
大
前
提
と
し
て
、大
学
入
試
対
策
の
強
化
・
充

実
を
図
り
、大
学
進
学
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
向
け
、

6
カ
年
一
貫
教
育
の
導
入
に
向
け
た
検
討
も
始
め

ま
し
た
。生
徒
、保
護
者
の
皆
様
の
強
い
期
待
に
応

え
る
べ
く
、最
大
限
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

星稜高等学校 校長
干場 久男
星稜高等学校 校長
干場 久男
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下記医学科分（  　を含む  　）

　
こ
の
度
、附
属
星
稜
幼
稚
園
の
園
長
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
幼
稚
園
を
取
り
巻
く
環
境
は
、子
ど
も
子
育
て

支
援
新
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、大
き
く
変
わ
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。制
度
が
変
わ
ろ
う
が
、大
切
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
質
の
豊
さ
で
す
。O
E
C
D

は
、3
歳
児
以
上
で
、質
の
高
い
集
団
保
育
を
受
け

た
子
は
、そ
の
国
の
経
済
を
も
動
か
す
と
発
表
し
ま

し
た
。幼
児
期
の
教
育
環
境
が
い
か
に
大
切
か
国
際

的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
る
今
、こ
れ
ま
で
以
上
に
質

に
こ
だ
わ
り
、子
ど
も
た
ち
の
幸
せ
な
人
生
と
、社

会
に
役
立
つ
人
間
の
育
成
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
度
よ
り
金
沢
星
稜
大
学
附
属
星
稜
泉
野

幼
稚
園
園
長
に
就
任
し
ま
し
た
西
村
敬
子
と
申

し
ま
す
。

　
幼
稚
園
と
い
う
新
し
い
フ
ィ
ー
ル
ド
で
力
を

発
揮
で
き
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

少
子
化
と
言
わ
れ
る
こ
の
時
代
で
す
が
、
既
存

の
幼
稚
園
像
に
と
ら
わ
れ
ず
、
新
た
な
付
加
価

値
を
見
つ
け
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
幼
稚

園
の
発
展
に
貢
献
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
目
が
輝
く
幼
稚
園
を
め
ざ
し
て
尽

力
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て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

金
沢
星
稜
大
学
附
属
星
稜
幼
稚
園

金
沢
星
稜
大
学
附
属
星
稜
泉
野
幼
稚
園園長

西村 敬子
園長

島田 裕香子
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4
月
29
日（
水
・
祝
）、音
楽
文
化
活
性
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
が「
ラ
ン
チ
タ

イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト 

i
n 

階
段
教
室
」を
開

催
し
ま
し
た
。ジ
ャ
ズ
と
吹
奏
楽
に
よ
る
爽

や
か
な
音
色
が
館
内
に
響
き
わ
た
り
、癒
し

の
ひ
と
時
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

ス
タ
ー
ト
！

大短

新
入
生
歓
迎
祭
開
催
！

大短

　
4
月
13
日（
月
）・
14
日（
火
）・
16
日（
木
）、

2
0
1
4
年
度
春
季
語
学
研
修
に
参
加
し

た
26
名
の
学
生
た
ち
の
報
告
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、イ
ギ
リ
ス
、ア

イ
ル
ラ
ン
ド
、フ
ィ
リ
ピ
ン
で
4
週
間
の
語

学
研
修
を
経
験
し
た
学
生
た
ち
は
、研
修
で

鍛
え
た
英
語
で
語
学
学
校
で
の
英
語
の
授

業
や
他
国
の
留
学
生
と
の
交
流
な
ど
を
た

く
さ
ん
の
参
観
者
の
前
で
堂
々
と
発
表
し

ま
し
た
。滞
在
中
に
あ
ら
ゆ
る
困
難
を
乗
り

越
え
、今
後
の
自
分
へ
の
課
題
を
見
出
し
た

学
生
た
ち
は
、語
学
研
修
を
通
し
て
自
分
た

ち
の
成
長
を
感
じ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

海
外
語
学
研
修
で
の

思
い
出
を
目
標
に
変
え
て
！

大

　
4
月
15
日（
水
）、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ア
ト

マ・
ジ
ャ
ヤ
・カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
と
本
学
と

の「
交
換
留
学
協
定
」の
調
印
式
が
行
わ
れ
、

ラ
ニ
ー・パ
ン
ジ
ャ
イ
タ
ン
学
長
と
宮
﨑
正

史
学
長
が
協
定
書
に
署
名
し
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。今
後
は
、本
学
学
生
の
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
へ
の
派
遣
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら

の
留
学
生
の
受
入
れ
な
ど
が
行
わ
れ
る
予

定
で
す
。

　
6
月
17
日（
水
）「
Se
i

－

Tan 

Act
!

（
※
）」の
行
事
で
、七
つ
橋
渡
り
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　「
七
つ
橋
渡
り
」と
は
お
彼
岸
の
夜
に
、金

沢
市
浅
野
川
に
か
か
る
７
つ
の
橋
を
無
言

で
歩
く
と
願
い
が
叶
う
、と
い
う
地
元
の
伝

統
行
事
で
す
。お
彼
岸
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、金
沢
文
化
体
験
と
い
う
形
式
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
さ
ん
か
ら
、浅
野
川
に

か
か
る
昔
話
を
お
話
い
た
だ
き
な
が
ら
、7

つ
の
橋
を
渡
り
ま
し
た
。

　※Se
i

－

Tan 

Ac
t
!
と
は
、あ
ら
ゆ
る
経
験
を
通
し

て
人
間
的
な
成
長
を
目
指
す
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
こ
と
で
、月

に
一
回
程
度
、学
生
が
自
ら
企
画・運
営
し
ま
す
。

ア
ト
マ・
ジ
ャ
ヤ
・

カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
と

交
換
留
学
協
定

大

5
月
22
日（
金
）、ジ
ャ
ン
プ
チ
ャ
レ
ン
ジ

企
画「
ク
リ
ー
ン
＆
グ
リ
ー
ン
」に
所
属
す

る
学
生
と
、星
稜
幼
稚
園
の
園
児
約
60
名
で

図
書
館
の
サ
ポ
ー
ト
の
も
と
、朝
顔
の
種
ま

き
を
行
い
ま
し
た
。園
児
た
ち
が
キ
ャ
ン
パ

ス
の
中
庭
に
集
ま
り
、学
生
が
サ
ポ
ー
ト
し

な
が
ら
、一
緒
に
朝
顔
の
種
を
ま
き
ま
し
た
。

大
き
な
花
が
咲
く
期
待
を
込
め
て
、和
気

あ
い
あ
い
と
し
た
共
同
作
業
と
な
り
ま
し

た
。朝
顔
は
夏
、図
書
館
横
の
芝
生
に
開
花

予
定
で
す
。

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に

音
楽
を
♪

大 ４
月
上
旬
に
各
設
置
校
の
入
学
式・入
園

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
始
ま
る
新

生
活
。期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
新
入

生
た
ち
の
今
後
の
活
躍
が
楽
し
み
で
す
。

稲
置
学
園
各
設
置
校

平
成
27
年
度

入
学
式
・
入
園
式
挙
行
！

学園

　
4
月
26
日（
日
）、今
年
度
の
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス（
以
下
、O
C
）が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。本
学
の
O
C
は
、学
生
が
企
画・運

営
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。今
年
度
の
日
程

は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
4
月
11
日（
土
）に
は
大
学
、4
月
18
日

（
土
）に
は
短
大
部
の
新
入
生
歓
迎
祭
が
体

育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。ど
ち
ら
も
学
友
会

が
企
画
・
運
営
し
、ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

や
ビ
ン
ゴ
大
会
、ク
ラ
ブ・サ
ー
ク
ル
紹
介

な
ど
を
行
い
、会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

4
月
5
日（
日
）・
6
日（
月
）の
1
泊
2

日
の
日
程
で
、新
入
生
を
対
象
と
し
た
研
修

が
山
中
温
泉
で
行
わ
れ
ま
し
た
。研
修
は
、

学
生
相
互
お
よ
び
教
職
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
り
な
が
ら
、金
沢
星
稜

大
学
の
学
生
と
し
て
の
自
覚
と
今
後
の
大

学
生
活
の
目
標
を
考
え
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。新
入
生
た
ち
は
当
初
、緊
張

し
た
面
持
ち
で
し
た
が
、授
業
の
選
び
方
な

ど
の
研
修
を
通
し
て
、先
生
や
サ
ポ
ー
ト
学

生
と
交
流
を
深
め
、少
し
ず
つ
笑
顔
が
見
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。両
日
と
も
あ
い
に

く
の
雨
で
し
た
が
、2
日
目
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
で
は
、山
中
温
泉
の
散
策
を
通
し
て
ゼ

ミ
生
の
親
睦
も
深
ま
り
、有
意
義
な
研
修
と

な
り
ま
し
た
。

充
実
し
た
学
生
生
活
を

過
ご
す
た
め
に

大

学
生
と
園
児
と
の
共
同
企
画

「
あ
さ
が
お 

i
n 

L
i
b
r
a
r
y
」

大幼

夏
の
風
物
詩

七
つ
橋
渡
り

短
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金
沢
市
春
季
大
会

連
続
V
！

中

携
帯
安
全
教
室

高

春
の
遠
足
！

高

交
通
安
全
教
室

中
　
4
月
10
日（
金
）、金
沢
東
警
察
署
の
方

を
お
招
き
し
、交
通
安
全
教
室
が
行
わ
れ
ま

し
た
。さ
ま
ざ
ま
な
事
故
の
例
を
紹
介
し
た

D
V
D
を
見
た
り
、実
際
に
石
川
県
内
で
起

き
た
自
転
車
事
故
の
お
話
を
聞
い
た
り
し
、

改
め
て
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
の
大
切

さ
を
学
び
ま
し
た
。ま
た
、生
徒
を
代
表
し

て
三
島
康
士
朗
さ
ん（
3
年
）が「
交
通
安

全
宣
言
」を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

4
月
17
日（
金
）、K
D
D
I
ケ
ー
タ
イ
教

室
の
講
師
を
お
招
き
し
、1
年
生
を
対
象
に

携
帯
安
全
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。実
話
を

も
と
に
し
た
動
画
を
鑑
賞
し
な
が
ら
、

S
N
S
や
無
料
通
話
ア
プ
リ
の
扱
い
方
や

携
帯・ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
利
用
に
つ
い
て

気
を
付
け
る
こ
と
や
安
全
な
使
い
方
を
学

び
ま
し
た
。遠

足
は
キ
ャ
ン
プ
！

中
　
4
月
28
日（
火
）、全
校
で
能
登
島
家
族

旅
行
村「
We
ラ
ン
ド
」へ
遠
足
へ
行
き
ま
し

た
。We
ラ
ン
ド
で
は
、1
年
生
か
ら
3
年

生
ま
で
を
縦
割
り
と
し
た
班
編
制
で
、カ

レ
ー
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。火
を
起
こ
す

と
こ
ろ
か
ら
始
め
た
カ
レ
ー
作
り
は
、火
加

減
に
苦
労
し
た
り
、カ
レ
ー
の
分
量
に
悩
ん

だ
り
し
ま
し
た
が
、み
ん
な
で
協
力
し
て
作

り
、青
空
の
下
で
食
べ
た
そ
の
味
は
格
別
の

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
5
月
15
日（
金
）〜
17
日（
日
）ま
で
開
催

さ
れ
た
金
沢
市
中
学
校
春
季
競
技
大
会
に

お
い
て
、サ
ッ
カ
ー
部
が
5
年
連
続
15
度
目

の
優
勝
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　
4
月
28
日（
火
）、全
校
一
斉
に
遠
足
に
出

か
け
ま
し
た
。行
き
先
は
、1
年
生
が
の
と

じ
ま
水
族
館
、2
年
生
が
岐
阜
県
白
川
郷
、

3
年
生
が
岐
阜
県
飛
騨
高
山
で
す
。ク
ラ
ス

ご
と
に
バ
ス
で
学
校
か
ら
目
的
地
ま
で
移

動
し
た
後
、現
地
を
散
策
し
ま
し
た
。天
候

に
も
恵
ま
れ
、体
力
作
り
と
ク
ラ
ス
の
親
睦

を
深
め
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

吹
奏
楽
定
期
演
奏
会

高
　
4
月
29
日（
水
・
祝
）、第
26
回
星
稜
高
校

吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会
が
金
沢
市
文
化

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。当
日
の
会
場
は

満
席
で
、コ
ン
ク
ー
ル
の
課
題
曲
な
ど
を
含

む
第
1
ス
テ
ー
ジ
、ラ
テ
ン
の
曲
を
中
心
と

し
た
第
2
ス
テ
ー
ジ
、そ
し
て
部
員
に
よ
る

「
シ
ン
デ
レ
ラ
」の
劇
を
盛
り
込
ん
だ
第
3

ス
テ
ー
ジ
と
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
観

客
を
魅
了
し
、拍
手
が
鳴
り
や
み
ま
せ
ん
で

し
た
。

総
体
・
総
文
激
励
会

高
　
5
月
15
日（
金
）、第
一
体
育
館
で
県
総

体
・
総
文
激
励
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。吹
奏

楽
部
の
演
奏
と
全
校
生
徒・
教
職
員
の
拍
手

の
中
、3
年
生
の
部
員
が
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
姿

で
入
場
し
ま
し
た
。髙
光
哲
也
副
校
長
と
生

徒
会
会
長
の
佐
竹
海
音
さ
ん（
3
年
）か
ら

激
励
の
こ
と
ば
が
あ
り
、2
名
の
代
表
選
手

が
選
手
宣
誓
を
行
い
、陸
上
競
技
部
主
将
の

山
岸
将
太
さ
ん（
3
年
）が
激
励
会
の
お
礼

を
述
べ
ま
し
た
。メ
ガ
ホ
ン
を
片
手
に
全
校

生
徒
で
校
歌
を
歌
い
応
援
し
、全
員
が
一
丸

と
な
り
ま
し
た
。

世
界
の
舞
台
で
飛
躍
!!

高
　
5
月
16
日（
土
）・
17
日（
日
）、群
馬
県
前

橋
市
の
宮
城
体
育
館
で
行
わ
れ
た
ト
ラ
ン

ポ
リ
ン
世
界
選
手
権
第
一
次
選
考
会
で
中

野
蘭
菜
さ
ん（
2
年
：
写
真
左
）が
デ
ン

マ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
る
世
界
選
手
権
大
会

の
代
表
に
選
ば
れ
ま
し
た
。昨
年
は
世
界

年
齢
別
大
会
で
の
出
場
で
し
た
が
、今
年

は
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
と
競
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、世
界
年
齢
別
大
会
選
考
会
に
お

い
て
15
・
16
歳
女
子
代
表
に
杉
谷
櫻
花
さ

ん（
1
年
：
写
真
中
）が
、17
・
18
歳
男
子
代

表
に
山
田
大
翔
さ
ん（
2
年
：
写
真
右
）が

選
考
さ
れ
ま
し
た
。持
て
る
力
を
存
分
に

発
揮
し
て
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

　
ま
た
、陸
上
競
技
部
の
和
田
奈
々
さ
ん

（
3
年
）が
8
0
0
ｍ
で
優
勝
。剣
道
部
の

中
生
吹
さ
ん（
3
年
）が
3
年
女
子
の
部
で

優
勝
し
ま
し
た
。日
頃
の
地
道
な
努
力
が
、

実
を
結
び
ま
し
た
。今
後
の
更
な
る
躍
進
を

期
待
し
ま
す
。

　
5
月
30
日（
土
）、恒
例
行
事「
ク
ラ
ス・

ゼ
ミ
対
抗
運
動
会
」が
稲
置
学
園
総
合
運
動

場
で
開
催
さ
れ
、約
2
5
0
名
が
参
加
し
ま

し
た
。短
大
部
生
自
ら
が
企
画
し
た
リ
レ
ー

や
綱
引
き
な
ど
で
競
い
合
い
、炎
天
下
で
の

白
熱
し
た
対
戦
の
結
果
、1
位
は
2
年
次
の

本
田
ゼ
ミ
②
、2
位
は
1
年
次
の
C
ク
ラ
ス

と
な
り
ま
し
た
。　

女
子
だ
け
の
白
熱
し
た

運
動
会
開
催
！

短
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携
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介
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ト
フ
ォ
ン
の
利
用
に
つ
い
て

気
を
付
け
る
こ
と
や
安
全
な
使
い
方
を
学

び
ま
し
た
。遠

足
は
キ
ャ
ン
プ
！

中
　
4
月
28
日（
火
）、全
校
で
能
登
島
家
族

旅
行
村「
We
ラ
ン
ド
」へ
遠
足
へ
行
き
ま
し

た
。We
ラ
ン
ド
で
は
、1
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生
か
ら
3
年

生
ま
で
を
縦
割
り
と
し
た
班
編
制
で
、カ

レ
ー
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。火
を
起
こ
す

と
こ
ろ
か
ら
始
め
た
カ
レ
ー
作
り
は
、火
加

減
に
苦
労
し
た
り
、カ
レ
ー
の
分
量
に
悩
ん

だ
り
し
ま
し
た
が
、み
ん
な
で
協
力
し
て
作

り
、青
空
の
下
で
食
べ
た
そ
の
味
は
格
別
の

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
5
月
15
日（
金
）〜
17
日（
日
）ま
で
開
催

さ
れ
た
金
沢
市
中
学
校
春
季
競
技
大
会
に

お
い
て
、サ
ッ
カ
ー
部
が
5
年
連
続
15
度
目

の
優
勝
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　
4
月
28
日（
火
）、全
校
一
斉
に
遠
足
に
出

か
け
ま
し
た
。行
き
先
は
、1
年
生
が
の
と

じ
ま
水
族
館
、2
年
生
が
岐
阜
県
白
川
郷
、

3
年
生
が
岐
阜
県
飛
騨
高
山
で
す
。ク
ラ
ス

ご
と
に
バ
ス
で
学
校
か
ら
目
的
地
ま
で
移

動
し
た
後
、現
地
を
散
策
し
ま
し
た
。天
候

に
も
恵
ま
れ
、体
力
作
り
と
ク
ラ
ス
の
親
睦

を
深
め
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

吹
奏
楽
定
期
演
奏
会

高
　
4
月
29
日（
水
・
祝
）、第
26
回
星
稜
高
校

吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会
が
金
沢
市
文
化

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。当
日
の
会
場
は

満
席
で
、コ
ン
ク
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ル
の
課
題
曲
な
ど
を
含

む
第
1
ス
テ
ー
ジ
、ラ
テ
ン
の
曲
を
中
心
と

し
た
第
2
ス
テ
ー
ジ
、そ
し
て
部
員
に
よ
る

「
シ
ン
デ
レ
ラ
」の
劇
を
盛
り
込
ん
だ
第
3

ス
テ
ー
ジ
と
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
観

客
を
魅
了
し
、拍
手
が
鳴
り
や
み
ま
せ
ん
で

し
た
。

総
体
・
総
文
激
励
会

高
　
5
月
15
日（
金
）、第
一
体
育
館
で
県
総

体
・
総
文
激
励
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。吹
奏

楽
部
の
演
奏
と
全
校
生
徒・
教
職
員
の
拍
手

の
中
、3
年
生
の
部
員
が
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
姿

で
入
場
し
ま
し
た
。髙
光
哲
也
副
校
長
と
生

徒
会
会
長
の
佐
竹
海
音
さ
ん（
3
年
）か
ら

激
励
の
こ
と
ば
が
あ
り
、2
名
の
代
表
選
手

が
選
手
宣
誓
を
行
い
、陸
上
競
技
部
主
将
の

山
岸
将
太
さ
ん（
3
年
）が
激
励
会
の
お
礼

を
述
べ
ま
し
た
。メ
ガ
ホ
ン
を
片
手
に
全
校

生
徒
で
校
歌
を
歌
い
応
援
し
、全
員
が
一
丸

と
な
り
ま
し
た
。

世
界
の
舞
台
で
飛
躍
!!

高
　
5
月
16
日（
土
）・
17
日（
日
）、群
馬
県
前

橋
市
の
宮
城
体
育
館
で
行
わ
れ
た
ト
ラ
ン

ポ
リ
ン
世
界
選
手
権
第
一
次
選
考
会
で
中

野
蘭
菜
さ
ん（
2
年
：
写
真
左
）が
デ
ン

マ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
る
世
界
選
手
権
大
会

の
代
表
に
選
ば
れ
ま
し
た
。昨
年
は
世
界

年
齢
別
大
会
で
の
出
場
で
し
た
が
、今
年

は
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
と
競
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、世
界
年
齢
別
大
会
選
考
会
に
お

い
て
15
・
16
歳
女
子
代
表
に
杉
谷
櫻
花
さ

ん（
1
年
：
写
真
中
）が
、17
・
18
歳
男
子
代

表
に
山
田
大
翔
さ
ん（
2
年
：
写
真
右
）が

選
考
さ
れ
ま
し
た
。持
て
る
力
を
存
分
に

発
揮
し
て
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

　
ま
た
、陸
上
競
技
部
の
和
田
奈
々
さ
ん

（
3
年
）が
8
0
0
ｍ
で
優
勝
。剣
道
部
の

中
生
吹
さ
ん（
3
年
）が
3
年
女
子
の
部
で

優
勝
し
ま
し
た
。日
頃
の
地
道
な
努
力
が
、

実
を
結
び
ま
し
た
。今
後
の
更
な
る
躍
進
を

期
待
し
ま
す
。

　
5
月
30
日（
土
）、恒
例
行
事「
ク
ラ
ス・

ゼ
ミ
対
抗
運
動
会
」が
稲
置
学
園
総
合
運
動

場
で
開
催
さ
れ
、約
2
5
0
名
が
参
加
し
ま

し
た
。短
大
部
生
自
ら
が
企
画
し
た
リ
レ
ー

や
綱
引
き
な
ど
で
競
い
合
い
、炎
天
下
で
の

白
熱
し
た
対
戦
の
結
果
、1
位
は
2
年
次
の

本
田
ゼ
ミ
②
、2
位
は
1
年
次
の
C
ク
ラ
ス

と
な
り
ま
し
た
。　

女
子
だ
け
の
白
熱
し
た

運
動
会
開
催
！

短
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星
稜
高
等
学
校

第
2
回
全
日
本
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
年
齢
別
選
手
権
大
会

　

 

●   

17
才
以
上　

女
子　

　
　
・
第
2
位　
中
野　

蘭
菜

　

 

●   

15

－

16
才　

女
子　

　
　
・
第
3
位　
杉
谷　

櫻
花

　

 

●   

17
才
以
上　

男
子　

　
　
・
第
4
位　
堺　
　

亮
介

第
54
回
全
日
本
競
歩
輪
島
大
会

　
 

●   
女
子
高
校
1
・
2
年　

3
㎞
競
歩

　
　
・
第
3
位　
清
水　

有
咲

　
　
・
第
5
位　
伍
賀　

姫
香

石
川
県
高
等
学
校
春
季
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会

　

 

●   

学
校
対
抗
戦　

・
準
優
勝　

　

 

●   

50
㎏
級

　
　
・
第
3
位　
中
村　

晟
悠

　

 

●   

60
㎏
級

　
　
・
優
勝　
　
矢
後　

公
誠

　

 

●   

66
㎏
級

　
　
・
優
勝　
　
貞　
　

亮
真

　

 

●   

96
㎏
級

　
　
・
優
勝　
　
髙
山　

真
平

第
62
回
石
川
県
高
等
学
校
春
季
剣
道
大
会

　

 

●   

女
子
団
体　

・
優
勝

　
　
・
最
優
秀
選
手
賞　

中
田　

千
裕　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本　

葉
月

平
成
27
年
度
石
川
県
高
等
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
春
季
大
会

　

 

●   

男
子　

・
優
勝

平
成
27
年
度
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
選
手
権
石
川
県
大
会

　

 

●   

U
18
女
子
シ
ン
グ
ル
ス　

　
　
・
第
3
位　
南　

美
彩
季

石
川
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

□
第
68
回
石
川
県
高
等
学
校

　陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会

　

 

●   

男
子
総
合　
　
　
　

・
優
勝

　

 

●   

女
子
総
合　
　
　
　

・
優
勝

　

 

●   

男
子
ト
ラ
ッ
ク　
　

・
優
勝

　

 

●   

男
子
フ
ィ
ー
ル
ド　

・
優
勝

　

 

●   

女
子
ト
ラ
ッ
ク　
　

・
優
勝

　

 

●   

男
子
2
0
0
ｍ

　
　
・
第
2
位　
神
谷　

直
樹

　

 

●   

男
子
8
0
0
m

　
　
・
優
勝　
　
田
中　

大
輝

　

 

●   

男
子
1
5
0
0
m

　
　
・
優
勝　
　
西　
　

晃
宏

　
　
・
第
3
位　
田
中　

大
輝

　

 

●   

男
子
3
0
0
0
m
S
C

　
　
・
第
2
位　

中
川　

善
揮

　

 

●   

男
子
4
×
1
0
0m
R　

　
　
・
第
3
位　
中
谷　

勇
介
、
山
岸　

将
太

 

神
谷　

直
樹
、
井
坂　

瞭
汰

　

 

●   

男
子
4
×
4
0
0m
R　

　
　
・
第
3
位　
山
岸　

将
太
、
山
本
健
太
朗

 

神
谷　

直
樹
、
德
本　

隼
也

　

 

●   

男
子
や
り
投

　
　
・
優
勝　
　
土
佐　

尚
暉　
大
会
記
録

　

 

●   

男
子　

砲
丸
投

　
　
・
優
勝　
　
金
井　

嵩
幸　
大
会
記
録

　

 

●   

男
子
走
幅
跳

　
　
・
優
勝　
　
中
谷　

勇
介

　

 

●   

男
子
走
高
跳

　
　
・
優
勝　
　
竹
村　
　

航

　

 

●   

男
子
三
段
跳

　
　
・
優
勝　
　
林　

冴
唯
正

　

 

●   

男
子
八
種
競
技

　
　
・
第
2
位　
宮
本　

稜
平

　

 

●   

女
子
1
0
0
m

　
　
・
優
勝　
　

柳
谷　

朋
美

　

 

●   

女
子
2
0
0
m

　
　
・
優
勝　
　

柳
谷　

朋
美

　

 

●   

女
子
8
0
0
m

　
　
・
第
3
位　
行
谷　

友
伽

　

 

●   

女
子
1
5
0
0
m

　
　
・
優
勝　
　
五
島　

莉
乃

　
　
・
第
2
位　
戸
部　

千
晶

　
 

●   
女
子
3
0
0
0
m

　
　
・
優
勝　
　
五
島　

莉
乃

　
　
・
第
2
位　
戸
部　

千
晶

　

 

●   

女
子
1
0
0
m
H

　
　
・
第
3
位　
今
井　

麻
友

　

 

●   

女
子
走
幅
跳

　
　
・
優
勝　
　
吉
岡　

美
玲

　
　
・
第
3
位　
橋　
　

侑
利　
　

　

 

●   

女
子
4
×
1
0
0m
R　

　
　
・
第
2
位　
深
尾
さ
く
ら
、
柳
谷　

朋
美

 

中
本　

璃
奈
、
杉
俣　

朱
里

　

 

●   

女
子
4
×
4
0
0m
R　

　
　
・
第
2
位　
杉
俣　

朱
里
、
須
郷
田　

渚
 

嶋
崎
ひ
な
た
、
柳
谷　

朋
美

　

 

●   

女
子
七
種
競
技

　
　
・
第
2
位　
吉
岡　

美
玲

　
　
・
第
3
位　
髙
辻　

純
乃

□
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技

　

 

●   

男
子　

・
優
勝

□
サ
ッ
カ
ー
競
技

　

 

●   

男
子　

・
優
勝

　

 

●   

女
子　

・
優
勝

□
剣
道
競
技

　

 

●   

女
子
団
体　

・
第
3
位

□
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

　

 

●   

女
子　

・
第
3
位　
　
　

□
空
手
道
競
技

　

 

●   

女
子
団
体
形　

・
第
3
位

　

 

●   

女
子
個
人

　
　
・
第
3
位　
山
口　

美
優
、
小
山　
　

麗

　

 

●   

女
子
団
体
組
手　

・
第
3
位

　

 

●   

女
子
個
人
組
手

　
　
・
第
3
位　
山
口　

美
優

□
体
操
競
技

　

 

●   

男
子
個
人
総
合

　
　
・
優
勝　
　
岩
佐　

健
太

　

 

●   

男
子
あ
ん
馬
・
平
行
棒
・
つ
り
輪

　
　
・
優
勝　
　
岩
佐　

健
太　

　

 

●   

男
子
ゆ
か
・
鉄
棒

　
　
・
第
2
位　
岩
佐　

健
太

　

 

●   

男
子
跳
馬

　
　
・
第
3
位　
岩
佐　

健
太　

□
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技

　

 

●   

男
子
総
合　

・
優
勝

　

 

●   

A
ク
ラ
ス
男
子
団
体
戦　

　
　
・
優
勝　
　
市
川　

隆
太
、
堺　
　

亮
介

 

安
藤　
　

諒
、
中
西　

裕
也

　

 

●   

A
ク
ラ
ス
男
子

　
　
・
優
勝　
　
安
藤　
　

諒

　
　
・
第
2
位　
堺　
　

亮
介

　
　
・
第
3
位　
山
田　

大
翔

　

 

●   

女
子
総
合　

・
第
2
位

　

 

●   

A
ク
ラ
ス
女
子
団
体
戦　

・
第
2
位

　

 

●   

A
ク
ラ
ス
女
子

　
　
・
優
勝　
　
杉
谷　

櫻
花

□
柔
道
競
技

　

 

●   

男
子
個
人
1
0
0
㎏
超
級

　
　
・
第
3
位　
小
田　

大
雅

□
テ
ニ
ス
競
技

　

 

●   

女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
　
・
第
3
位　
南　

美
彩
季

第
17
回
石
川
県
高
等
学
校
ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会

　
 

●   
男
子
団
体　

・
第
3
位　

第
51
回
全
国
高
等
学
校
将
棋
選
手
権

石
川
県
大
会

　

 

●   

女
子
個
人

　
　
・
優
勝　
　
河
内　

瑠
美

　

 

●   

男
子
個
人
戦
B
級

　
　
・
第
3
位　
川
野　

楓
、
結
城　

諒

第
39
回
全
国
高
等
学
校
囲
碁
選
手
権
大
会

石
川
県
大
会

　

 

●   

女
子
団
体

　
　
・
優
勝　
　
座
主　

悠
香
、
寺
師
あ
ず
さ

 

沖
津　

佳
蓮

　

 

●   

女
子
個
人

　
　
・
優
勝　
　
座
主　

悠
香

星
稜
中
学
校

第
2
回
全
日
本
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
年
齢
別
選
手
権
大
会

　

 

●   

13

－

14
才　

男
子　

　
　
・
第
3
位　
中
野　

晴
人

　

 

●   

13

－

14
才　

女
子　

　
　
・
第
4
位　
野
村
菜
月
美

平
成
27
年
度
金
沢
市
中
学
校
春
季
競
技
大
会

□
サ
ッ
カ
ー

　
　
・
優
勝　

5
年
連
続
（
15
度
目
）

□
剣
道

　

 

●  

3
年
女
子

　
　
・
優
勝　
　
中　

生
吹　

2
年
連
続

　

 

●  

2
年
女
子

　
　
・
第
3
位　
三
上　

ふ
た
葉

第
68
回
金
沢
市
中
学
校
陸
上
競
技
大
会

　

 

●   

女
子
総
合　

・
第
2
位

　

 

●   

女
子
8
0
0
m

　
　
・
優
勝　
　
和
田　

奈
々

　

 

●   

女
子
1
、2
年
1
0
0
m

　
　
・
優
勝　
　
藤
家　

麻
鈴

　

 

●   

男
子
4
0
0
m

　
　
・
第
2
位　

奥
野　

翔
也

　

 

●   

女
子
1
5
0
0
m

　
　
・
第
2
位　
髙
山　

聖
菜

　

 

●   

女
子
走
高
跳

　
　
・
第
2
位　
坂
口　

綺
萌

金
沢
市
中
学
校
春
季
テ
ニ
ス
交
流
大
会

　

 

●   

男
子
ダ
ブ
ル
ス

　
　
・
優
勝　
佐
藤　

駿
矢
・
保
志
場
圭
佑
ペ
ア

　

 

●   

女
子
ダ
ブ
ル
ス

　
　
・
優
勝　
北
川　

李
美
・
笠
井　

智
帆
ペ
ア

星

稜 幼 稚

園

幼

星
稜

泉 野 幼

稚
園幼

「
ど
ん
な
野
菜
が
い
い
か
な
？
」み
ん
な
で
相
談
し

て
、ナ
ス
、ピ
ー
マ
ン
、ミ
ニ
ト
マ
ト
、き
ゅ
う
り
を
植
え

ま
し
た
。「
大
き
く
な
っ
た
よ
」「
花
が
咲
い
た
よ
」な
ど

小
さ
な
変
化
に
喜
び
な
が
ら
大
切
に
育
て
て
い
ま
す
。

6
月
1
日
（
月
）
の
プ
ー
ル
開
き
で
は
安
全
祈
願

の
後
、
さ
っ
そ
く
プ
ー
ル
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た
。

☆
年
長
組
☆

☆
親
子
遠
足
楽
し
か
っ
た
ね
！
☆

年
長
組
・
年
中
組
は
、
親
子
手
を
つ
な
い
で
歩
い
て

金
沢
南
総
合
運
動
公
園
（
バ
ラ
園
）
へ
、
年
少
組
は
、

親
子
で
大
型
バ
ス
に
乗
っ
て
内
川
ス
ポ
ー
ツ
広
場
へ

行
っ
て
き
ま
し
た
。

年
長
組
は
保
護
者
の
方
と
一
緒
に
歌
を
う
た
っ
て
触

れ
合
っ
た
り
、
パ
ラ
バ
ル
ー
ン
や
バ
ラ
の
ク
イ
ズ
を
し

た
り
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。
幼
稚
園
で
は
1
番
年
上
の

年
長
さ
ん
で
す
が
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
を
独
り

占
め
し
甘
え
る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
満
足
そ
う
で

し
た
。

年
少
組
は
バ
ス
に
乗
っ
て
内
川
ス
ポ
ー
ツ
広
場
へ
出

か
け
ま
し
た
。い
つ
も
乗
る
幼
稚
園
バ
ス
よ
り
大
き
な

バ
ス
に
乗
っ
て
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
出
発
〜
！
動
物
体

操
や
動
物
列
車
の
ゲ
ー
ム
、「
バ
ス
に
乗
っ
て
」の
曲
に

合
わ
せ
て
親
子
で
触
れ
合
い
遊
び
も
楽
し
み
ま
し
た
。

保
護
者
の
方
と
一
緒
に
過
ご
す
だ
け
で
嬉
し
い
よ
う
で

す
ね
。に
こ
に
こ
笑
顔
の
み
ん
な
！
お
ひ
さ
ま
も
に
こ

に
こ
し
て
い
ま
し
た
。

年
中
組
は
保
護
者
の
方
と
手
を
つ
な
い
で
歩
く
道
で
、

じ
ゃ
が
い
も
の
花
を
見
つ
け
た
り
、柿
の
葉
っ
ぱ
を
見
た

り
し
な
が
ら
親
子
や
友
だ
ち
同
士
で
の
会
話
が
弾
み
ま

し
た
。バ
ラ
園
で
は「
猛
獣
狩
り
ゲ
ー
ム
」や「
鯉
の
滝
の

ぼ
り
」や
好
き
な
バ
ラ
を
探
す
ゲ
ー
ム
を
し
て
楽
し
み
ま

し
た
。み
ん
な
で
食
べ
る
お
弁
当
や
お
や
つ
を
1
番
楽
し

み
に
し
て
い
る
子
も
い
ま
し
た
よ
。

4
月
か
ら
の
主
な

部
活
動
成
績

高中

☆
年
中
組
☆

か
わ
い
い
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
の
年
少
組
さ
ん
。園
生

活
に
慣
れ
楽
し
い
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
と
見
つ
け
た
よ

う
で
す
。じ
っ
く
り
と
好
き
な
遊
び
を
す
る
こ
と
、に

ぎ
や
か
に
友
だ
ち
と
遊
ぶ
こ
と
、絵
本
や
お
話
を
聞
く

こ
と
、ど
れ
も
大
好
き
で
す
。幼
稚
園
な
ら
で
は
の
楽

し
さ
を
い
っ
ぱ
い
味
わ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

☆
年
少
組
☆

写
生
大
会

中
　

6
月
5
日（
金
）･

6
日（
土
）に
毎
年
恒

例
の
写
生
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。星
稜
中

学
・
高
等
学
校
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
階
段
の
蓮
の
か
さ
、サ
ッ
カ
ー
グ
ラ

ウ
ン
ド
、た
く
さ
ん
の
ベ
ラ
ン
ダ
を
擁
し
た

校
舎
外
観
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
思
い
思
い
の
構

図
で
、熱
心
に
筆
を
走
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

　
園
庭
で
お
弁
当
を
食
べ
ま
し
た
！「
先
生
も
ど
う

ぞ
ー
」と
芝
生
に
広
げ
た
ピ
ク
ニ
ッ
ク
シ
ー
ト
は
小
さ

な
お
家
の
よ
う
で
す
。青
い
空
の
下
、一
緒
に
食
べ
る

友
だ
ち
と
の
距
離
も
縮
ま
っ
て
、嬉
し
い
♪
楽
し
い
♪

お
い
し
い
時
間
に
な
り
ま
し
た
。
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星
稜
高
等
学
校

第
2
回
全
日
本
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
年
齢
別
選
手
権
大
会

　

 

●   

17
才
以
上　

女
子　

　
　
・
第
2
位　
中
野　

蘭
菜

　

 

●   

15

－

16
才　

女
子　

　
　
・
第
3
位　
杉
谷　

櫻
花

　

 

●   

17
才
以
上　

男
子　

　
　
・
第
4
位　
堺　
　

亮
介

第
54
回
全
日
本
競
歩
輪
島
大
会

　

 

●   

女
子
高
校
1
・
2
年　

3
㎞
競
歩

　
　
・
第
3
位　
清
水　

有
咲

　
　
・
第
5
位　
伍
賀　

姫
香

石
川
県
高
等
学
校
春
季
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会

　

 

●   

学
校
対
抗
戦　

・
準
優
勝　

　

 

●   

50
㎏
級

　
　
・
第
3
位　
中
村　

晟
悠

　

 

●   

60
㎏
級

　
　
・
優
勝　
　
矢
後　

公
誠

　

 

●   

66
㎏
級

　
　
・
優
勝　
　
貞　
　

亮
真

　

 

●   

96
㎏
級

　
　
・
優
勝　
　
髙
山　

真
平

第
62
回
石
川
県
高
等
学
校
春
季
剣
道
大
会

　

 

●   

女
子
団
体　

・
優
勝

　
　
・
最
優
秀
選
手
賞　

中
田　

千
裕　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本　

葉
月

平
成
27
年
度
石
川
県
高
等
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
春
季
大
会

　

 

●   

男
子　

・
優
勝

平
成
27
年
度
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
選
手
権
石
川
県
大
会

　

 

●   

U
18
女
子
シ
ン
グ
ル
ス　

　
　
・
第
3
位　
南　

美
彩
季

石
川
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

□
第
68
回
石
川
県
高
等
学
校

　陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会

　

 

●   

男
子
総
合　
　
　
　

・
優
勝

　

 

●   

女
子
総
合　
　
　
　

・
優
勝

　

 

●   

男
子
ト
ラ
ッ
ク　
　

・
優
勝

　

 

●   

男
子
フ
ィ
ー
ル
ド　

・
優
勝

　

 

●   

女
子
ト
ラ
ッ
ク　
　

・
優
勝

　

 

●   

男
子
2
0
0
ｍ

　
　
・
第
2
位　
神
谷　

直
樹

　

 

●   

男
子
8
0
0
m

　
　
・
優
勝　
　
田
中　

大
輝

　

 

●   

男
子
1
5
0
0
m

　
　
・
優
勝　
　
西　
　

晃
宏

　
　
・
第
3
位　
田
中　

大
輝

　

 

●   

男
子
3
0
0
0
m
S
C

　
　
・
第
2
位　

中
川　

善
揮

　

 

●   

男
子
4
×
1
0
0m
R　

　
　
・
第
3
位　
中
谷　

勇
介
、
山
岸　

将
太

 

神
谷　

直
樹
、
井
坂　

瞭
汰

　

 

●   

男
子
4
×
4
0
0m
R　

　
　
・
第
3
位　
山
岸　

将
太
、
山
本
健
太
朗

 

神
谷　

直
樹
、
德
本　

隼
也

　

 

●   

男
子
や
り
投

　
　
・
優
勝　
　
土
佐　

尚
暉　
大
会
記
録

　

 

●   

男
子　

砲
丸
投

　
　
・
優
勝　
　
金
井　

嵩
幸　
大
会
記
録

　

 

●   

男
子
走
幅
跳

　
　
・
優
勝　
　
中
谷　

勇
介

　

 

●   

男
子
走
高
跳

　
　
・
優
勝　
　
竹
村　
　

航

　

 

●   

男
子
三
段
跳

　
　
・
優
勝　
　
林　

冴
唯
正

　

 

●   

男
子
八
種
競
技

　
　
・
第
2
位　
宮
本　

稜
平

　

 

●   

女
子
1
0
0
m

　
　
・
優
勝　
　

柳
谷　

朋
美

　

 

●   

女
子
2
0
0
m

　
　
・
優
勝　
　

柳
谷　

朋
美

　

 

●   

女
子
8
0
0
m

　
　
・
第
3
位　
行
谷　

友
伽

　

 

●   

女
子
1
5
0
0
m

　
　
・
優
勝　
　
五
島　

莉
乃

　
　
・
第
2
位　
戸
部　

千
晶

　

 

●   

女
子
3
0
0
0
m

　
　
・
優
勝　
　
五
島　

莉
乃

　
　
・
第
2
位　
戸
部　

千
晶

　

 

●   

女
子
1
0
0
m
H

　
　
・
第
3
位　
今
井　

麻
友

　

 

●   

女
子
走
幅
跳

　
　
・
優
勝　
　
吉
岡　

美
玲

　
　
・
第
3
位　
橋　
　

侑
利　
　

　

 

●   

女
子
4
×
1
0
0m
R　

　
　
・
第
2
位　
深
尾
さ
く
ら
、
柳
谷　

朋
美

 

中
本　

璃
奈
、
杉
俣　

朱
里

　

 

●   

女
子
4
×
4
0
0m
R　

　
　
・
第
2
位　
杉
俣　

朱
里
、
須
郷
田　

渚

 

嶋
崎
ひ
な
た
、
柳
谷　

朋
美

　

 

●   

女
子
七
種
競
技

　
　
・
第
2
位　
吉
岡　

美
玲

　
　
・
第
3
位　
髙
辻　

純
乃

□
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技

　

 

●   

男
子　

・
優
勝

□
サ
ッ
カ
ー
競
技

　

 

●   

男
子　

・
優
勝

　

 

●   

女
子　

・
優
勝

□
剣
道
競
技

　

 

●   

女
子
団
体　

・
第
3
位

□
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

　

 

●   

女
子　

・
第
3
位　
　
　

□
空
手
道
競
技

　

 

●   

女
子
団
体
形　

・
第
3
位

　

 

●   

女
子
個
人

　
　
・
第
3
位　
山
口　

美
優
、
小
山　
　

麗

　

 

●   

女
子
団
体
組
手　

・
第
3
位

　

 

●   

女
子
個
人
組
手

　
　
・
第
3
位　
山
口　

美
優

□
体
操
競
技

　

 

●   

男
子
個
人
総
合

　
　
・
優
勝　
　
岩
佐　

健
太

　

 

●   

男
子
あ
ん
馬
・
平
行
棒
・
つ
り
輪

　
　
・
優
勝　
　
岩
佐　

健
太　

　

 

●   

男
子
ゆ
か
・
鉄
棒

　
　
・
第
2
位　
岩
佐　

健
太

　

 

●   

男
子
跳
馬

　
　
・
第
3
位　
岩
佐　

健
太　

□
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技

　

 

●   

男
子
総
合　

・
優
勝

　

 

●   

A
ク
ラ
ス
男
子
団
体
戦　

　
　
・
優
勝　
　
市
川　

隆
太
、
堺　
　

亮
介

 

安
藤　
　

諒
、
中
西　

裕
也

　

 

●   

A
ク
ラ
ス
男
子

　
　
・
優
勝　
　
安
藤　
　

諒

　
　
・
第
2
位　
堺　
　

亮
介

　
　
・
第
3
位　
山
田　

大
翔

　

 

●   

女
子
総
合　

・
第
2
位

　

 

●   

A
ク
ラ
ス
女
子
団
体
戦　

・
第
2
位

　

 

●   

A
ク
ラ
ス
女
子

　
　
・
優
勝　
　
杉
谷　

櫻
花

□
柔
道
競
技

　

 

●   

男
子
個
人
1
0
0
㎏
超
級

　
　
・
第
3
位　
小
田　

大
雅

□
テ
ニ
ス
競
技

　

 

●   

女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
　
・
第
3
位　
南　

美
彩
季

第
17
回
石
川
県
高
等
学
校
ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会

　

 

●   

男
子
団
体　

・
第
3
位　

第
51
回
全
国
高
等
学
校
将
棋
選
手
権

石
川
県
大
会

　

 

●   

女
子
個
人

　
　
・
優
勝　
　
河
内　

瑠
美

　

 

●   

男
子
個
人
戦
B
級

　
　
・
第
3
位　
川
野　

楓
、
結
城　

諒

第
39
回
全
国
高
等
学
校
囲
碁
選
手
権
大
会

石
川
県
大
会

　

 

●   

女
子
団
体

　
　
・
優
勝　
　
座
主　

悠
香
、
寺
師
あ
ず
さ

 

沖
津　

佳
蓮

　

 

●   

女
子
個
人

　
　
・
優
勝　
　
座
主　

悠
香

星
稜
中
学
校

第
2
回
全
日
本
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
年
齢
別
選
手
権
大
会

　

 

●   

13

－

14
才　

男
子　

　
　
・
第
3
位　
中
野　

晴
人

　

 

●   

13

－

14
才　

女
子　

　
　
・
第
4
位　
野
村
菜
月
美

平
成
27
年
度
金
沢
市
中
学
校
春
季
競
技
大
会

□
サ
ッ
カ
ー

　
　
・
優
勝　

5
年
連
続
（
15
度
目
）

□
剣
道

　

 

●  

3
年
女
子

　
　
・
優
勝　
　
中　

生
吹　

2
年
連
続

　

 

●  

2
年
女
子

　
　
・
第
3
位　
三
上　

ふ
た
葉

第
68
回
金
沢
市
中
学
校
陸
上
競
技
大
会

　

 

●   

女
子
総
合　

・
第
2
位

　

 

●   

女
子
8
0
0
m

　
　
・
優
勝　
　
和
田　

奈
々

　

 

●   

女
子
1
、2
年
1
0
0
m

　
　
・
優
勝　
　
藤
家　

麻
鈴

　

 

●   

男
子
4
0
0
m

　
　
・
第
2
位　

奥
野　

翔
也

　

 

●   

女
子
1
5
0
0
m

　
　
・
第
2
位　
髙
山　

聖
菜

　

 

●   

女
子
走
高
跳

　
　
・
第
2
位　
坂
口　

綺
萌

金
沢
市
中
学
校
春
季
テ
ニ
ス
交
流
大
会

　

 

●   

男
子
ダ
ブ
ル
ス

　
　
・
優
勝　
佐
藤　

駿
矢
・
保
志
場
圭
佑
ペ
ア

　

 

●   

女
子
ダ
ブ
ル
ス

　
　
・
優
勝　
北
川　

李
美
・
笠
井　

智
帆
ペ
ア

星
稜 幼 稚

園

幼
星
稜

泉 野 幼

稚
園幼

「
ど
ん
な
野
菜
が
い
い
か
な
？
」み
ん
な
で
相
談
し

て
、ナ
ス
、ピ
ー
マ
ン
、ミ
ニ
ト
マ
ト
、き
ゅ
う
り
を
植
え

ま
し
た
。「
大
き
く
な
っ
た
よ
」「
花
が
咲
い
た
よ
」な
ど

小
さ
な
変
化
に
喜
び
な
が
ら
大
切
に
育
て
て
い
ま
す
。

6
月
1
日
（
月
）
の
プ
ー
ル
開
き
で
は
安
全
祈
願

の
後
、
さ
っ
そ
く
プ
ー
ル
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た
。

☆
年
長
組
☆

☆
親
子
遠
足
楽
し
か
っ
た
ね
！
☆

年
長
組
・
年
中
組
は
、
親
子
手
を
つ
な
い
で
歩
い
て

金
沢
南
総
合
運
動
公
園
（
バ
ラ
園
）
へ
、
年
少
組
は
、

親
子
で
大
型
バ
ス
に
乗
っ
て
内
川
ス
ポ
ー
ツ
広
場
へ

行
っ
て
き
ま
し
た
。

年
長
組
は
保
護
者
の
方
と
一
緒
に
歌
を
う
た
っ
て
触

れ
合
っ
た
り
、
パ
ラ
バ
ル
ー
ン
や
バ
ラ
の
ク
イ
ズ
を
し

た
り
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。
幼
稚
園
で
は
1
番
年
上
の

年
長
さ
ん
で
す
が
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
を
独
り

占
め
し
甘
え
る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
満
足
そ
う
で

し
た
。

年
少
組
は
バ
ス
に
乗
っ
て
内
川
ス
ポ
ー
ツ
広
場
へ
出

か
け
ま
し
た
。い
つ
も
乗
る
幼
稚
園
バ
ス
よ
り
大
き
な

バ
ス
に
乗
っ
て
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
出
発
〜
！
動
物
体

操
や
動
物
列
車
の
ゲ
ー
ム
、「
バ
ス
に
乗
っ
て
」の
曲
に

合
わ
せ
て
親
子
で
触
れ
合
い
遊
び
も
楽
し
み
ま
し
た
。

保
護
者
の
方
と
一
緒
に
過
ご
す
だ
け
で
嬉
し
い
よ
う
で

す
ね
。に
こ
に
こ
笑
顔
の
み
ん
な
！
お
ひ
さ
ま
も
に
こ

に
こ
し
て
い
ま
し
た
。

年
中
組
は
保
護
者
の
方
と
手
を
つ
な
い
で
歩
く
道
で
、

じ
ゃ
が
い
も
の
花
を
見
つ
け
た
り
、柿
の
葉
っ
ぱ
を
見
た

り
し
な
が
ら
親
子
や
友
だ
ち
同
士
で
の
会
話
が
弾
み
ま

し
た
。バ
ラ
園
で
は「
猛
獣
狩
り
ゲ
ー
ム
」や「
鯉
の
滝
の

ぼ
り
」や
好
き
な
バ
ラ
を
探
す
ゲ
ー
ム
を
し
て
楽
し
み
ま

し
た
。み
ん
な
で
食
べ
る
お
弁
当
や
お
や
つ
を
1
番
楽
し

み
に
し
て
い
る
子
も
い
ま
し
た
よ
。

4
月
か
ら
の
主
な

部
活
動
成
績

高中

☆
年
中
組
☆

か
わ
い
い
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
の
年
少
組
さ
ん
。園
生

活
に
慣
れ
楽
し
い
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
と
見
つ
け
た
よ

う
で
す
。じ
っ
く
り
と
好
き
な
遊
び
を
す
る
こ
と
、に

ぎ
や
か
に
友
だ
ち
と
遊
ぶ
こ
と
、絵
本
や
お
話
を
聞
く

こ
と
、ど
れ
も
大
好
き
で
す
。幼
稚
園
な
ら
で
は
の
楽

し
さ
を
い
っ
ぱ
い
味
わ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

☆
年
少
組
☆

写
生
大
会

中
　

6
月
5
日（
金
）･

6
日（
土
）に
毎
年
恒

例
の
写
生
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。星
稜
中

学
・
高
等
学
校
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
階
段
の
蓮
の
か
さ
、サ
ッ
カ
ー
グ
ラ

ウ
ン
ド
、た
く
さ
ん
の
ベ
ラ
ン
ダ
を
擁
し
た

校
舎
外
観
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
思
い
思
い
の
構

図
で
、熱
心
に
筆
を
走
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

　
園
庭
で
お
弁
当
を
食
べ
ま
し
た
！「
先
生
も
ど
う

ぞ
ー
」と
芝
生
に
広
げ
た
ピ
ク
ニ
ッ
ク
シ
ー
ト
は
小
さ

な
お
家
の
よ
う
で
す
。青
い
空
の
下
、一
緒
に
食
べ
る

友
だ
ち
と
の
距
離
も
縮
ま
っ
て
、嬉
し
い
♪
楽
し
い
♪

お
い
し
い
時
間
に
な
り
ま
し
た
。
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「
じ
っ
と
し
て
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
」「
お
友
達

と
一
緒
に
遊
べ
な
い
」「
乱
暴
」「
ミ
ニ
カ
ー
を
一
列

に
並
べ
て
遊
ん
で
い
る
」等
々
と
い
う
相
談
を
受
け

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
発
達
障
害
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？
」と
、ず
ば
り
聞
か
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

発
達
障
害
と
は
、行
動
の
問
題
を
示
す「
注
意
欠

如
・
多
動
症（
注
意
欠
如
・
多
動
性
障
害
）」と「
自

閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症（
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障

害
）」、読
み
書
き
算
数
の
学
習
に
だ
け
困
難
を
示
す

「
限
局
性
学
習
症（
限
局
性
学
習
障
害
）」の
3
種
類

が
あ
り
ま
す（
障
害
名
は
、世
の
中
に
広
ま
っ
て
い

る
も
の
と
、現
在
の
も
の
は
少
し
異
な
り
ま
す
が
、

内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
で
す
）。
確
か
に
、「
注
意
欠
如
・

多
動
症
」や「
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
」で
あ
れ
ば
、

多
動
性
、衝
動
性
、不
注
意
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
問
題
、こ
だ
わ
り
等
々
が
そ
の
特
徴
と
し
て
出

て
く
る
は
ず
で
す
。し
か
し
、実
は
こ
れ
ら
の
行
動

は
、大
な
り
小
な
り
ど
の
子
ど
も
に
も（
も
ち
ろ
ん
、

ど
の
お
と
な
に
も
）あ
る
も
の
で
す
。
つ
ま
り
、発

達
障
害
の
特
徴
は
、グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
に
ど

の
子
ど
も
に
も
あ
る
、と
い
う
こ
と
で
す
。で
す
か

ら
、こ
こ
か
ら
は
障
害
、こ
こ
か
ら
は
障
害
で
は
な

い
、と
は
っ
き
り
と
線
を
引
く
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
で
は
、ど
の
よ
う
な
場
合
に
発
達
障
害
、と
い

う
名
前
を
つ
け
る
の
か
、と
い
う
と
、社
会
的
な
不

適
応
が
あ
る
場
合
で
す
。小
学
生
だ
と
、不
登
校
に

な
っ
て
い
た
り
、学
習
を
放
棄
し
た
り
し
て
い
る
場

合
に
は
、そ
の
原
因
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
支
援
を
行

い
ま
す
。
つ
ま
り
、支
援
が
必
要
な
状
態
な
ら
ば
、

そ
の
原
因
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
名
前
を
つ
け
て
支

援
を
行
い
、支
援
が
必
要
で
な
い
場
合
は
、何
も
名

前
を
つ
け
る
必
要
は
な
い
、と
い
う
こ
と
な
の
で

す
。ナ

ラ
テ
ィ
ブ
・
セ
ラ
ピ
ー
と
い
う
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
が
あ
り
ま
す
。ナ
ラ
テ
ィ
ブ
と
は
、「
語
り
」と
か

「
物
語
」と
い
う
意
味
で
す
。相
談
者
の「
語
り
」「
物

語
」を
引
き
出
し
、相
談
者
が
と
ら
わ
れ
て
い
る
世

間
一
般
の
常
識
的
な
考
え
方（
ド
ミ
ナ
ン
ト
・
ス

ト
ー
リ
ー
と
い
い
ま
す
）以
外
に
、一
人
一
人
に

と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
考
え
方（
オ
ル
タ
ー
ナ

テ
ィ
ブ
・
ス
ト
ー
リ
ー
と
い
い
ま
す
）も
あ
る
こ
と

に
気
づ
い
て
も
ら
う
よ
う
に
援
助
す
る
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
で
す
。

発
達
障
害
か
も
し
れ
な
い
、と
心
配
さ
れ
る
保
護

者
は
、ド
ミ
ナ
ン
ト
・
ス
ト
ー
リ
ー
に
と
ら
わ
れ
て

い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。た
と
え
、大
多
数
の
子

ど
も
と
は
違
っ
た
考
え
方
や
行
動
を
と
っ
て
い
た

と
し
て
も
、そ
れ
が
、「
ユ
ニ
ー
ク
」と
認
め
ら
れ
れ

ば（
オ
ル
タ
ー
ナ
テ
ィ
ブ
・
ス
ト
ー
リ
ー
）い
い
だ

け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
の
た
め
に
は
、そ
の

子
の
性
格
や
行
動
を「
ユ
ニ
ー
ク
さ
」と
認
め
て
も

ら
え
る
よ
う
に
、上
手
に
世
渡
り
が
で
き
る
ス
キ
ル

を
教
え
て
あ
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

社
会
と
上
手
に
つ
き
あ
う
ス
キ
ル
を
獲
得
し
て

も
ら
う
た
め
に
は
、叱
る
の
で
は
な
く
ほ
め
る
こ

と
が
有
効
で
す
。
心
理
学
で
は
、罰
は
一
次
的
な
効

果
し
か
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
ほ
め
る

こ
と
は
、子
ど
も
の
新
し
い
行
動
を
形
成
す
る
上

で
有
効
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
ほ
め

る
こ
と
が
効
果
が
あ
る
、と
い
う
と
、「
う
ち
の
子

ど
も
に
は
、ほ
め
る
と
こ
ろ
が
な
い
ん
で
す
」と
い

う
答
え
が
返
っ
て
く
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
す
。

そ
れ
は
、や
は
り
世
間
一
般
の
望
ま
し
い
姿（
ド
ミ

ナ
ン
ト
・
ス
ト
ー
リ
ー
）を
基
準
に
し
て
い
る
か
ら

で
し
ょ
う
。
も
し
、そ
の
よ
う
な
基
準
を
採
用
し
て

い
る
と
す
る
と
、確
か
に
、ほ
め
る
と
こ
ろ
が
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、世
間
一
般
の
い
う
望

ま
し
い
姿
の
一
部
で
も
あ
れ
ば（
オ
ル
タ
ー
ナ
テ
ィ

子
ど
も
が

発
達
障
害
か
も
し
れ
な
い
と

悩
ん
だ
と
き
に

お
取
引
店
で
も
あ
り
、
今
で
も
時
折
、
お
邪
魔
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
訪
問
の
際
に
は
、
住
宅
も
ま
ば
ら
な
蓮
畑
を
横
目

に
通
学
を
急
ぐ
今
よ
り
も
ず
っ
と
弱
っ
ち
い
高
校
時

代
の
「
自
分
」
を
よ
く
思
い
出
し
ま
す
。
3
年
間
で

良
き
師
、
共
感
で
き
る
友
と
出
会
い
、
時
に
は
悔
し

い
思
い
も
し
ま
し
た
が
、
代
わ
り
に
星
稜
高
校
で
強

く
、
逞
し
く
生
き
る
こ
と
を
教
わ
り
、
ど
う
に
か
こ

こ
ま
で
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た
と
、
母
校
に
は
本
当
に

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
卒
業
後
社
会
人
と
な
り
、
微
力
な
が
ら
地
域
貢
献

や
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
北

國
銀
行
行
員
と
し
て
多
く
の
方
々
と
出
会
い
、
助
け

て
頂
い
た
り
、
時
に
は
お
叱
り
も
あ
っ
た
か
な
。
思

い
は
年
を
重
ね
る
度
に
強
く
な
り
ま
す
が
、
こ
の
沢

山
の
「
出
会
い
」
の
お
蔭
で
、
自
分
は
成
長
し
、
仕

事
も
続
け
て
こ
ら
れ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い

う
意
味
で
も
、
よ
り
多
く
の
出
会
い
と
発
見
が
あ
る

今
の
仕
事
を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　
近
年
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
普
及
や
、異
常
気
象
、大
震
災
、温
暖
化
問
題
な
ど
、

過
去
に
例
の
な
い
事
象
が
相
次
ぎ
、
常
識
を
覆
す
ス

ピ
ー
ド
で
時
代
は
変
化
し
て
い
ま
す
。
し
っ
か
り
と

学
習
や
経
験
を
積
み
、
自
身
の
研
鑽
に
取
り
組
む
一

方
で
、人
と
の
出
会
い
に
感
謝
し
、「
絆
」
を
大
切
に
、

夢
を
持
っ
て
、
新
時
代
に
挑
戦
し
て
い
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
後
輩
諸
君
、
頑
張
れ
！

　
昭
和
61
年
星
稜
高
校
を
卒
業
、
大
学
を
経
て
北
國

銀
行
に
入
行
し
、
ち
ょ
う
ど
25
年
に
な
り
ま
す
。
そ

の
間
、
石
川
県
内
の
営
業
店
を
中
心
に
、
法
人
の
お

客
さ
ま
向
け
営
業
を
担
当
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
金
沢
市
小
橋
町
に
あ
り
ま
す
「
金
沢

城
北
支
店
」
に
て
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
土
地
柄
、

老
舗
和
菓
子
屋
さ
ん
や
製
箔
業
な
ど
、
金
沢
の
伝
統

産
業
が
数
多
く
残
る
地
域
で
、
最
近
は
北
陸
新
幹
線

開
業
効
果
も
あ
り
、
県
内
外
か
ら
観
光
等
に
訪
れ
る

方
々
で
活
況
を
呈
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
奇
し
く
も
当
店
は
、
稲
置
学
園
様
と
の

「
絆
」を
大
切
に
、夢
を
持
っ
て

新
時
代
に
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。

城北エリア統括店長
金沢城北支店長
新谷 竜雄
（星稜高等学校　第22期卒）

本ページは、北國銀行様と本学園との包括的連携協力に係る協定書に基づき、作成しております。

ブ
・
ス
ト
ー
リ
ー
）、そ
れ
を
ほ
め
れ
ば
い
い
の
で

す
。
1
0
0
％
で
は
な
く
て
も
25
％
で
も
ほ
め
れ

ば
い
い
の
で
す
。
例
え
ば
、普
段
は
玄
関
に
靴
を
そ

ろ
え
な
い
子
が
い
た
と
し
ま
す
。
あ
る
日
、偶
然
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、片
方
の
靴
先
が
ド
ア
に
向
か
っ

て
ま
っ
す
ぐ
に
な
っ
て
い
た
と
し
ま
す
。
そ
れ
を

ほ
め
れ
ば
い
い
の
で
す
。「
靴
の
片
方
が
そ
ろ
っ
て

い
る
ね
。
え
ら
い
！
」と
。

稲
置
学
園
で
は
、各
設
置
学
校
に
お
い
て
適
宜
相

談
を
受
け
付
け
る
体
制
が
整
っ
て
お
り
ま
す
。
大

学
・
短
期
大
学
部
に
お
い
て
は
、学
生
相
談
室
ま
で

ご
連
絡
下
さ
い
。

　学
生
相
談
室
（
月
〜
金
曜
日
、12
時
〜
17
時
ま
で
）
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「
じ
っ
と
し
て
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
」「
お
友
達

と
一
緒
に
遊
べ
な
い
」「
乱
暴
」「
ミ
ニ
カ
ー
を
一
列

に
並
べ
て
遊
ん
で
い
る
」等
々
と
い
う
相
談
を
受
け

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
発
達
障
害
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？
」と
、ず
ば
り
聞
か
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

発
達
障
害
と
は
、行
動
の
問
題
を
示
す「
注
意
欠

如
・
多
動
症（
注
意
欠
如
・
多
動
性
障
害
）」と「
自

閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症（
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障

害
）」、読
み
書
き
算
数
の
学
習
に
だ
け
困
難
を
示
す

「
限
局
性
学
習
症（
限
局
性
学
習
障
害
）」の
3
種
類

が
あ
り
ま
す（
障
害
名
は
、世
の
中
に
広
ま
っ
て
い

る
も
の
と
、現
在
の
も
の
は
少
し
異
な
り
ま
す
が
、

内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
で
す
）。
確
か
に
、「
注
意
欠
如
・

多
動
症
」や「
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
」で
あ
れ
ば
、

多
動
性
、衝
動
性
、不
注
意
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
問
題
、こ
だ
わ
り
等
々
が
そ
の
特
徴
と
し
て
出

て
く
る
は
ず
で
す
。し
か
し
、実
は
こ
れ
ら
の
行
動

は
、大
な
り
小
な
り
ど
の
子
ど
も
に
も（
も
ち
ろ
ん
、

ど
の
お
と
な
に
も
）あ
る
も
の
で
す
。
つ
ま
り
、発

達
障
害
の
特
徴
は
、グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
に
ど

の
子
ど
も
に
も
あ
る
、と
い
う
こ
と
で
す
。で
す
か

ら
、こ
こ
か
ら
は
障
害
、こ
こ
か
ら
は
障
害
で
は
な

い
、と
は
っ
き
り
と
線
を
引
く
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
で
は
、ど
の
よ
う
な
場
合
に
発
達
障
害
、と
い

う
名
前
を
つ
け
る
の
か
、と
い
う
と
、社
会
的
な
不

適
応
が
あ
る
場
合
で
す
。小
学
生
だ
と
、不
登
校
に

な
っ
て
い
た
り
、学
習
を
放
棄
し
た
り
し
て
い
る
場

合
に
は
、そ
の
原
因
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
支
援
を
行

い
ま
す
。
つ
ま
り
、支
援
が
必
要
な
状
態
な
ら
ば
、

そ
の
原
因
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
名
前
を
つ
け
て
支

援
を
行
い
、支
援
が
必
要
で
な
い
場
合
は
、何
も
名

前
を
つ
け
る
必
要
は
な
い
、と
い
う
こ
と
な
の
で

す
。ナ

ラ
テ
ィ
ブ
・
セ
ラ
ピ
ー
と
い
う
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
が
あ
り
ま
す
。ナ
ラ
テ
ィ
ブ
と
は
、「
語
り
」と
か

「
物
語
」と
い
う
意
味
で
す
。相
談
者
の「
語
り
」「
物

語
」を
引
き
出
し
、相
談
者
が
と
ら
わ
れ
て
い
る
世

間
一
般
の
常
識
的
な
考
え
方（
ド
ミ
ナ
ン
ト
・
ス

ト
ー
リ
ー
と
い
い
ま
す
）以
外
に
、一
人
一
人
に

と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
考
え
方（
オ
ル
タ
ー
ナ

テ
ィ
ブ
・
ス
ト
ー
リ
ー
と
い
い
ま
す
）も
あ
る
こ
と

に
気
づ
い
て
も
ら
う
よ
う
に
援
助
す
る
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
で
す
。

発
達
障
害
か
も
し
れ
な
い
、と
心
配
さ
れ
る
保
護

者
は
、ド
ミ
ナ
ン
ト
・
ス
ト
ー
リ
ー
に
と
ら
わ
れ
て

い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。た
と
え
、大
多
数
の
子

ど
も
と
は
違
っ
た
考
え
方
や
行
動
を
と
っ
て
い
た

と
し
て
も
、そ
れ
が
、「
ユ
ニ
ー
ク
」と
認
め
ら
れ
れ

ば（
オ
ル
タ
ー
ナ
テ
ィ
ブ
・
ス
ト
ー
リ
ー
）い
い
だ

け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
の
た
め
に
は
、そ
の

子
の
性
格
や
行
動
を「
ユ
ニ
ー
ク
さ
」と
認
め
て
も

ら
え
る
よ
う
に
、上
手
に
世
渡
り
が
で
き
る
ス
キ
ル

を
教
え
て
あ
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

社
会
と
上
手
に
つ
き
あ
う
ス
キ
ル
を
獲
得
し
て

も
ら
う
た
め
に
は
、叱
る
の
で
は
な
く
ほ
め
る
こ

と
が
有
効
で
す
。
心
理
学
で
は
、罰
は
一
次
的
な
効

果
し
か
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
ほ
め
る

こ
と
は
、子
ど
も
の
新
し
い
行
動
を
形
成
す
る
上

で
有
効
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
ほ
め

る
こ
と
が
効
果
が
あ
る
、と
い
う
と
、「
う
ち
の
子

ど
も
に
は
、ほ
め
る
と
こ
ろ
が
な
い
ん
で
す
」と
い

う
答
え
が
返
っ
て
く
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
す
。

そ
れ
は
、や
は
り
世
間
一
般
の
望
ま
し
い
姿（
ド
ミ

ナ
ン
ト
・
ス
ト
ー
リ
ー
）を
基
準
に
し
て
い
る
か
ら

で
し
ょ
う
。
も
し
、そ
の
よ
う
な
基
準
を
採
用
し
て

い
る
と
す
る
と
、確
か
に
、ほ
め
る
と
こ
ろ
が
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、世
間
一
般
の
い
う
望

ま
し
い
姿
の
一
部
で
も
あ
れ
ば（
オ
ル
タ
ー
ナ
テ
ィ

子
ど
も
が

発
達
障
害
か
も
し
れ
な
い
と

悩
ん
だ
と
き
に

お
取
引
店
で
も
あ
り
、
今
で
も
時
折
、
お
邪
魔
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
訪
問
の
際
に
は
、
住
宅
も
ま
ば
ら
な
蓮
畑
を
横
目

に
通
学
を
急
ぐ
今
よ
り
も
ず
っ
と
弱
っ
ち
い
高
校
時

代
の
「
自
分
」
を
よ
く
思
い
出
し
ま
す
。
3
年
間
で

良
き
師
、
共
感
で
き
る
友
と
出
会
い
、
時
に
は
悔
し

い
思
い
も
し
ま
し
た
が
、
代
わ
り
に
星
稜
高
校
で
強

く
、
逞
し
く
生
き
る
こ
と
を
教
わ
り
、
ど
う
に
か
こ

こ
ま
で
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た
と
、
母
校
に
は
本
当
に

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
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業
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が
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献
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融
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、
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の
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出
会
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長
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中
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に
、
法
人
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た
。

　
現
在
は
、
金
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市
小
橋
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に
あ
り
ま
す
「
金
沢

城
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支
店
」
に
て
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
土
地
柄
、

老
舗
和
菓
子
屋
さ
ん
や
製
箔
業
な
ど
、
金
沢
の
伝
統

産
業
が
数
多
く
残
る
地
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で
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最
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は
北
陸
新
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線

開
業
効
果
も
あ
り
、
県
内
外
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観
光
等
に
訪
れ
る
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で
活
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を
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し
て
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ま
す
。

　
ま
た
、
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も
当
店
は
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置
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と
の

「
絆
」を
大
切
に
、夢
を
持
っ
て

新
時
代
に
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。

城北エリア統括店長
金沢城北支店長
新谷 竜雄
（星稜高等学校　第22期卒）
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れ
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ほ
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れ
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の
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す
。
1
0
0
％
で
は
な
く
て
も
25
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で
も
ほ
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い
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で
す
。
例
え
ば
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に
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を
そ
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え
な
い
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た
と
し
ま
す
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が
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の
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先
が
ド
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に
向
か
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て
ま
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す
ぐ
に
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と
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ば
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い
の
で
す
。「
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の
片
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ろ
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る
ね
。
え
ら
い
！
」と
。
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置
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で
は
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設
置
学
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に
お
い
て
適
宜
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を
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け
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け
る
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制
が
整
っ
て
お
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ま
す
。
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科
学
研
究
費
補
助
金（
科
研
費
）と
は
、人
文
・
社
会
科
学
か
ら
自
然
科
学
ま
で
の
全
て
の
分
野
に
わ
た
り
、基
礎
か
ら
応
用
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る「
学
術
研
究
」を
格
段
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

国
内
の
大
学
な
ど
の
研
究
機
関
に
所
属
す
る
研
究
者
が
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
で
行
う
研
究
に
対
し
て
助
成
さ
れ
、毎
年
全
国
か
ら
多
く
の
応
募
が
あ
り
、審
査
を
経
て
、独
創
的
・
先
駆
的
な
研
究
が
採
択
さ
れ
ま
す
。

左
記
の
5
名
以
外
に
も
４
名
の
大
学
教
員
が
昨
年
度
か
ら
引
き
続
き
代
表
者
と
し
て
研
究
中
で
す
。

■新講義棟（2016年１月完成予定）
人文学部の学生の拠点です。

講義室やゼミ室のほか、学生と教職員の対話する機会を

増やし、一緒に学習・研究ができるマルチスペース（ラーニ

ングコモンズ）を備えています。

■養成する人材
　留学による異文化体験を通して、日本及び地元石川の文化と歴史の特質を理
解する教養人であると同時に、国際的な視野で問題を捉え、異文化を理解し、異
なる価値観をもつ人々と協働することができ、困難にも粘り強く立ち向かえるタ
フな職業人を育成します。

金沢星稜大学では、2016年4月開設に向け、
人文学部国際文化学科（仮称）を設置認可申請中です。

藤澤美恵子 教授（経済学部）
研究種目　基盤研究（C）
研究課題名  「でんき家計簿」の省エネ行動誘導効果の計測

研究概要（研究目的）
本研究の目的は、省エネ行動を誘発するエネルギー使用量の「見える化」の手法に関して検
討することである。具体的には、東京電力㈱が2014年より実施したホームページ上の無料
サービスコンテンツ「でんき家計簿」が、ホーム・エネルギー・マネジメント・システム（HEMS）
を使用したエネルギー使用量の「見える化」による省エネ行動の誘発と同等の効果があるか
計測する。「でんき家計簿」が、補助金を付与して購買促進を図ったHEMSと同様の効果が
あれば、財政出動なしで環境対策が可能となり、新たな政策を提言できることに本研究の意
義がある。

山田孝子 特任教授 （教養教育部）
研究種目　基盤研究（C）
研究課題名　在日チベット人における
　　　　　　ネットワーク形成と共同性の再構築・維持

研究概要（研究目的）
チベット難民は、1959年のダライ・ラマのインド亡命から55年余の経過のなかで、インド、ネ
パール、スイス、フランスなどのヨーロッパの20カ国、台湾、日本、北米、南アフリカなどと、世
界各地に生活拠点を拡散させながらも、言語・伝統文化やチベット人としてのアイデンティティ
を強く保つ。本研究の目的は、日本各地に居住する在日チベット人を対象に、伝統文化や共
同性の維持・展開メカニズムをネットワーク形成、集いあう場、日本社会との共生・共存関係
などに着目し、人類学的視点から実証的に解明することにある。

方斌 准教授（経済学部）
研究種目　基盤研究（C）
研究課題名　アジア市場におけるグローバル・
　　　　　　カスタマイゼーション戦略の理論と実証

研究概要（研究目的）
本研究は、中国市場に対して日本企業がいかにして進出するかに関連し、日本国内のマーケ
ティング戦略を維持する「標準化」を行うか、中国市場の特性に適応する「適応化」を行うか、
という伝統的なグローバル・マーケティング問題を源流に持ついわば「マクロレベルのカスタマ
イゼーション問題」と、日中において「適応化」を行うものの、中国市場内においては「標準化」
を推進するか、個々のニーズに対応して「適応化」を推進するか、という比較的新しい「ミクロ
レベルのカスタマイゼーション問題」を融合させた「グローバル・カスタマイゼーション」研究を
展開し、実証研究による理論モデルを構築することを目的とする。

西村貴之 講師（人間科学部）
研究種目　若手研究（B）
研究課題名　クラブマネジャーの業務実践と総合型クラブの
　　　　　　発展・成熟との関係性モデルの構築　

研究概要（研究目的）
総合型地域スポーツクラブ（以下、「クラブ」と表記）が社会的企業としての質的充足に至ら
ない背景には、中核人材であるクラブマネジャーの業務実態が把握されておらず、人材育成
の方法論が確立されていないことに起因すると考えた。そこで、本研究では①クラブマネジャー
の業務実践の実態、②クラブマネジャーの業務実践を規定する要因、③クラブマネジャーの気
づき・学びを生む要因、④クラブマネジャーの業務実践とクラブの発展・成熟との関係を明ら
かにした上で、総合型クラブの発展・成熟とクラブマネジャーの業務実践との両者の動態的
な関係性をモデルとして示すことを目的としている。

丸井一誠 助教（人間科学部）
研究種目　若手研究（B）
研究課題名　ハンドボール競技における事前確認のない
　　　　　　即興的かつ協同的な動きの構造

研究概要（研究目的）
本研究は発生論的運動学の視点からハンドボール競技における事前確認のない即興的か
つ協同的な動きの構造について明らかにすることを目的とする。
具体的には、ハンドボール競技のコンビネーションプレーの一つである『スカイプレー』に着目
し、コート上にいるプレイヤーが“今ここ”で、何を感じ、何を拠り所にそのように動けたのか、そ
の構造について明らかにしていくことを目的とする。 

星稜サ・エ・ラに関するアンケートへのご協力のお願い

いつも『星稜サ・エ・ラ』をご愛読頂き、誠にありがとうございます。
毎号の内容に関する皆様からのご意見を「WEBアンケートフォーム」を通じて頂戴し、
本誌の内容改善に努めてまいります。ご協力いただいた方の中から抽選で100名様に図書カード（500円分）をプレゼントいたします。
右記ウェブサイトから、アンケートへのご回答をお願いいたします。

抽選で100名様に

図書カードをプレ
ゼント!

平成26年度  財務の概要

科目

人件費支出

教育研究経費支出

管理経費支出

借入金等利息支出

借入金等返済支出

施設関係支出

設備関係支出

資産運用支出

その他の支出

資金支出の部合計

決算

2,603,190

1,028,562

399,239

0

0

212,332

123,508

4,675,302

333,503

9,375,636

支出の部

科目

学生生徒等納付金収入

手数料収入

寄付金収入

補助金収入

資産運用収入

資産売却収入

事業収入

雑収入

借入金収入

前受金収入

その他の収入

資金収入の部合計

決算

3,372,386

63,227

23,403

1,006,860

71,491

0

95,831

120,177

0

272,820

4,465,781

9,491,976

収入の部

（単位：千円）収入構成比率 資金収支計算書

学生生徒等
納付金収入
35.53%

（3,372百万円）

手数料収入
0.66%

（63百万円）

寄付金収入
0.24%

（23百万円）

補助金収入
10.61%

（1,007百万円）

その他の収入
47.05%

（4,466百万円）前受金収入
2.88%

（273百万円）

雑収入
1.26%

（120百万円）

事業収入
1.01%

（96百万円）

資産運用収入
0.76%

（72百万円）

人件費支出
27.76%

（2,603百万円）

教育研究経費支出
10.98%

（1,029百万円）
管理経費支出
4.26%

（399百万円）

施設関係支出
2.26%

（212百万円）

設備関係支出
1.32%

（124百万円）

資産運用支出
49.86%

（4,675百万円）

その他の支出
3.56%

（334百万円）

収入計　9,492百万円 支出計　9,376百万円

※これらの内容は予定であり、変更となる場合があります。

英語活用能力
を養成

全員が
海外留学を
経験

専門科目を
英語で授業

■特色
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科
学
研
究
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）と
は
、人
文
・
社
会
科
学
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自
然
科
学
ま
で
の
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野
に
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り
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礎
か
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応
用
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で
の
あ
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ゆ
る「
学
術
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究
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さ
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を
目
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と
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。

国
内
の
大
学
な
ど
の
研
究
機
関
に
所
属
す
る
研
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者
が
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
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研
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に
対
し
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年
全
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を
経
て
、独
創
的
・
先
駆
的
な
研
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採
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。

左
記
の
5
名
以
外
に
も
４
名
の
大
学
教
員
が
昨
年
度
か
ら
引
き
続
き
代
表
者
と
し
て
研
究
中
で
す
。

■新講義棟（2016年１月完成予定）
人文学部の学生の拠点です。

講義室やゼミ室のほか、学生と教職員の対話する機会を

増やし、一緒に学習・研究ができるマルチスペース（ラーニ

ングコモンズ）を備えています。

■養成する人材
　留学による異文化体験を通して、日本及び地元石川の文化と歴史の特質を理
解する教養人であると同時に、国際的な視野で問題を捉え、異文化を理解し、異
なる価値観をもつ人々と協働することができ、困難にも粘り強く立ち向かえるタ
フな職業人を育成します。

金沢星稜大学では、2016年4月開設に向け、
人文学部国際文化学科（仮称）を設置認可申請中です。

藤澤美恵子 教授（経済学部）
研究種目　基盤研究（C）
研究課題名  「でんき家計簿」の省エネ行動誘導効果の計測

研究概要（研究目的）
本研究の目的は、省エネ行動を誘発するエネルギー使用量の「見える化」の手法に関して検
討することである。具体的には、東京電力㈱が2014年より実施したホームページ上の無料
サービスコンテンツ「でんき家計簿」が、ホーム・エネルギー・マネジメント・システム（HEMS）
を使用したエネルギー使用量の「見える化」による省エネ行動の誘発と同等の効果があるか
計測する。「でんき家計簿」が、補助金を付与して購買促進を図ったHEMSと同様の効果が
あれば、財政出動なしで環境対策が可能となり、新たな政策を提言できることに本研究の意
義がある。

山田孝子 特任教授 （教養教育部）
研究種目　基盤研究（C）
研究課題名　在日チベット人における
　　　　　　ネットワーク形成と共同性の再構築・維持

研究概要（研究目的）
チベット難民は、1959年のダライ・ラマのインド亡命から55年余の経過のなかで、インド、ネ
パール、スイス、フランスなどのヨーロッパの20カ国、台湾、日本、北米、南アフリカなどと、世
界各地に生活拠点を拡散させながらも、言語・伝統文化やチベット人としてのアイデンティティ
を強く保つ。本研究の目的は、日本各地に居住する在日チベット人を対象に、伝統文化や共
同性の維持・展開メカニズムをネットワーク形成、集いあう場、日本社会との共生・共存関係
などに着目し、人類学的視点から実証的に解明することにある。

方斌 准教授（経済学部）
研究種目　基盤研究（C）
研究課題名　アジア市場におけるグローバル・
　　　　　　カスタマイゼーション戦略の理論と実証

研究概要（研究目的）
本研究は、中国市場に対して日本企業がいかにして進出するかに関連し、日本国内のマーケ
ティング戦略を維持する「標準化」を行うか、中国市場の特性に適応する「適応化」を行うか、
という伝統的なグローバル・マーケティング問題を源流に持ついわば「マクロレベルのカスタマ
イゼーション問題」と、日中において「適応化」を行うものの、中国市場内においては「標準化」
を推進するか、個々のニーズに対応して「適応化」を推進するか、という比較的新しい「ミクロ
レベルのカスタマイゼーション問題」を融合させた「グローバル・カスタマイゼーション」研究を
展開し、実証研究による理論モデルを構築することを目的とする。

西村貴之 講師（人間科学部）
研究種目　若手研究（B）
研究課題名　クラブマネジャーの業務実践と総合型クラブの
　　　　　　発展・成熟との関係性モデルの構築　

研究概要（研究目的）
総合型地域スポーツクラブ（以下、「クラブ」と表記）が社会的企業としての質的充足に至ら
ない背景には、中核人材であるクラブマネジャーの業務実態が把握されておらず、人材育成
の方法論が確立されていないことに起因すると考えた。そこで、本研究では①クラブマネジャー
の業務実践の実態、②クラブマネジャーの業務実践を規定する要因、③クラブマネジャーの気
づき・学びを生む要因、④クラブマネジャーの業務実践とクラブの発展・成熟との関係を明ら
かにした上で、総合型クラブの発展・成熟とクラブマネジャーの業務実践との両者の動態的
な関係性をモデルとして示すことを目的としている。

丸井一誠 助教（人間科学部）
研究種目　若手研究（B）
研究課題名　ハンドボール競技における事前確認のない
　　　　　　即興的かつ協同的な動きの構造

研究概要（研究目的）
本研究は発生論的運動学の視点からハンドボール競技における事前確認のない即興的か
つ協同的な動きの構造について明らかにすることを目的とする。
具体的には、ハンドボール競技のコンビネーションプレーの一つである『スカイプレー』に着目
し、コート上にいるプレイヤーが“今ここ”で、何を感じ、何を拠り所にそのように動けたのか、そ
の構造について明らかにしていくことを目的とする。 

星稜サ・エ・ラに関するアンケートへのご協力のお願い

いつも『星稜サ・エ・ラ』をご愛読頂き、誠にありがとうございます。
毎号の内容に関する皆様からのご意見を「WEBアンケートフォーム」を通じて頂戴し、
本誌の内容改善に努めてまいります。ご協力いただいた方の中から抽選で100名様に図書カード（500円分）をプレゼントいたします。
右記ウェブサイトから、アンケートへのご回答をお願いいたします。

抽選で100名様に

図書カードをプレ
ゼント!

平成26年度  財務の概要

科目

人件費支出

教育研究経費支出

管理経費支出

借入金等利息支出

借入金等返済支出

施設関係支出

設備関係支出

資産運用支出

その他の支出

資金支出の部合計

決算

2,603,190

1,028,562

399,239

0

0

212,332

123,508

4,675,302

333,503

9,375,636

支出の部

科目

学生生徒等納付金収入

手数料収入

寄付金収入

補助金収入

資産運用収入

資産売却収入

事業収入

雑収入

借入金収入

前受金収入

その他の収入

資金収入の部合計

決算

3,372,386

63,227

23,403

1,006,860

71,491

0

95,831

120,177

0

272,820

4,465,781

9,491,976

収入の部

（単位：千円）収入構成比率 資金収支計算書

学生生徒等
納付金収入
35.53%

（3,372百万円）

手数料収入
0.66%

（63百万円）

寄付金収入
0.24%

（23百万円）

補助金収入
10.61%

（1,007百万円）

その他の収入
47.05%

（4,466百万円）前受金収入
2.88%

（273百万円）

雑収入
1.26%

（120百万円）

事業収入
1.01%

（96百万円）

資産運用収入
0.76%

（72百万円）

人件費支出
27.76%

（2,603百万円）

教育研究経費支出
10.98%

（1,029百万円）
管理経費支出
4.26%

（399百万円）

施設関係支出
2.26%

（212百万円）

設備関係支出
1.32%

（124百万円）

資産運用支出
49.86%

（4,675百万円）

その他の支出
3.56%

（334百万円）

収入計　9,492百万円 支出計　9,376百万円

※これらの内容は予定であり、変更となる場合があります。

英語活用能力
を養成

全員が
海外留学を
経験

専門科目を
英語で授業

■特色
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学校法人 稲置学園
金沢星稜大学・金沢星稜大学女子短期大学部
石川県金沢市御所町丑10番地1
℡076-253-3924（代表）
（大　学）http:/www.seiryo-u.ac.jp/u/
（短大部）http:/www.seiryo-u.ac.jp/c/

星稜高等学校
石川県金沢市小坂町南206番地
℡076-252-2237（代表）
http://www.seiryo-hs.jp

星稜中学校
石川県金沢市小坂町南206番地
℡076-252-2237（代表）
http://www.seiryo-hs.jp

金沢星稜大学附属星稜幼稚園
石川県金沢市御所町寅27番地
℡076-252-5057（代表）
http://kinder.seiryo.jp/seiryo/

金沢星稜大学附属星稜泉野幼稚園
石川県金沢市泉野町6丁目17番30号
℡076-244-5636（代表）
http://kinder.seiryo.jp/izumino/

〈星稜サ・エ・ラ〉  サ・エ・ラ（ çà et là）とはフランス語で「ここそこ」「あちこち」。幼稚園から大学まで色々な場面にスポットを当てるという意味で、「どこでも星稜教育が息づいている」という表しです。　

金沢星稜大学
7

8

9

オープンキャンパス
通常講義日（海の日）
前期授業終了
前期末一斉試験期間
オープンキャンパス
追試験期間
全館休館
休業日（10/5授業分）
再試験期間
秋季卒業認定発表
休業日（10/12授業分）
秋季学位記授与式・秋季入学式
オープンキャンパス
後期授業開始

～8月3日（月）

・11日（火）
～16日（日）

・28日（金）

星稜高等学校
7 6月29日(月)

14日(火)
16日(木)
18日（土）
21日（火）
27日（月）
30日(木)
1日（土）
1日（土）
3日（月）
19日(水)
24日(月)
23日（日）
26日（水）
1日(火)
10日(木)
25日(金)
28日(月)

～ 3日（金）
・15日（水）
・17日（金）

～24日（金）
～29日（水）
・31（金）
・2日(日)
～ 12日(水)
～ 7日（金）
・20日（木）
～28日（金）

・27日（木）

・11日（金）

期末試験
体育大会
保護者懇談会
終業式、全国大会激励会

補充・補習授業

学校見学会
高1関東方面大学見学会
海外語学研修
高1エンパワーメントプログラム

補充・補習授業

部活動体験
1,2年Pコース課外実習
始業式
星稜祭
運動会
運動会予備日

8

9

星稜中学校
7 6月29日(月)

10日(金)
14日(火)
15日(水)
17日（金）
21日（火）
24日(金)
26日(水)
1日(火)
11日（金）
18日（金）

～1日（水）

・16日（木）

～24日（金）

～28日（金）

期末試験
中3観能教室
合唱コンクール
保護者懇談会
終業式
希望補習授業
登校日、北信越激励会
サマースクール
始業式
映画鑑賞
新人戦激励会

8
9

金沢星稜大学附属星稜幼稚園
7

8

9

プール参観（ほし）
プール参観（つき）
玉川こども図書館出張保育
県民一斉防災訓練（地震）
誕生会参観
プール参観（りす）
プール参観（うさぎ）
終業式
自由登園日
希望懇談会
わくわくお泊り保育
星稜子育てステーション
自由登園日
星稜子育てステーション
玉川こども図書館出張保育
登園日・誕生会参観
始業式・避難訓練（火災）
星稜子育てステーション
運動会
運動会代休
誕生会参観
いもほり遠足（年長）
玉川こども図書館出張保育

  3日（金）
6日（月）
8日（水）
10日（金）
13日（月）
15日（水）
16日（木）
21日（火）

27日（月）
28日（火）
30日（木）

6日（木）
　12日（水）
　28日（金）
1日（火）
15日（火）
20日（日）
24日（木）
28日（月）
29日（火）
30日（水）

金沢星稜大学附属星稜泉野幼稚園
7

9

8

保育参観（年少）
プラネタリウム見学
子育て広場（ひまわり）・とらいランド
保育参観（年中）
子育て広場（さくらんぼ）
保育参観（年長）
キッズサッカー
子育て広場（ひまわり）
子ども相談
子育て広場（さくらんぼ）・ABCランド
誕生会参観
子育て広場（ひまわり）
夏まつり
終業式
お泊り保育
夏季自由登園日
キッズクラブ
子育て広場（さくらんぼ）
子育て広場（ひまわり）
子ども相談
夏季自由登園日
登園日・誕生会参観
夏季自由登園日
始業式
子ども相談
子育て広場（ひまわり）・とらいランド
親子活動
子育て広場（さくらんぼ）
子育て広場（ひまわり）
子育て広場（さくらんぼ）
子育て広場（ひまわり）
誕生会参観
子育て広場（ひまわり）
運動会
運動会代休
子育て広場（さくらんぼ）・ABCランド
キッズサッカー

1日（水）
2日（木）
3日（金）
6日（月）
7日（火）
8日（水）
9日（木）
10日（金）
13日（月）
14日（火）
16日（木）
17日（金）
18日（土）
21日（火）
22日（水）

1日（土）
4日（火）
7日（金）
10日（月）
24日（月）
26日（水）

1日（火）
3日（木）
4日（金）
5日（土）
8日（火）
11日（金）
15日（火）
18日（金）
24日（木）
25日（金）
27日（日）
28日（月）
29日（火）
30日（水）

7

8

9

金沢星稜大学女子短期大学部
5日（日）
20日（月・祝）
27日（月）
28日（火）

13日（木）
17日（月）
27日（木）
3日（木）
7日（月）
18日（金）
23日（水・祝）
24日（木）

オープンキャンパス
通常講義日（海の日）
前期授業終了
前期末一斉試験期間
オープンキャンパス
全館休館
休業日（10/5授業分）
追再試験期間
秋季卒業認定発表
休業日（10/12授業分）
秋季学位記授与式・秋季入学式
オープンキャンパス
後期授業開始

～8月3日（月）

～16日（日）

・28日（金）

5日（日）
20日（月・祝）
27日（月）
28日（火）

10日（月）
13日（木）
17日（月）
27日（木）
3日（木）
7日（月）
18日（金）
23日（水・祝）
24日（木）

「成功ではなく成長を意識する」壁に直面した時の対処法を尋ねられた本田圭佑選手
の言葉です。「壁にぶつかっているときは必ず成長している。それを実感しながら前へ
進む」のだそうです。そうか、壁もわるくないかも！自分にはとても嬉しく力強い言葉で
した。あまりにも真正面から当たって砕けてしまわないように挑んでいきたいものです。
この夏も学生、生徒、園児、保護者の皆様にたくさんの幸せが訪れますように。
　

金沢星稜大学附属星稜幼稚園　山口加苗

あとがき

誠実にして社会に役立つ人間の育成

・29日（水）

　

・23日（木）

・25日（火）

inaok igakuen news le t te r

今年もチー
ム星稜が

百万石踊り
流しに参加

！

22日（水）・23日（木）・24日（金）

27日（木）・28日（金）・31日（月）

3日（月）・4日（火）・5日（水）

24日（金）・27日（月）～31日（金）

8日（土）・9日（日）・23日（日）

8日（土）・9日（日）・23日（日）




